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ヨンが始 まるまでの待 ち時間 が最

少 にな ることを意味 している。

以上の計画 や手続 きが， この ２

つ の神殿を して我 々の最大 の神殿

と同 じ数の人員を １日に収容 で き

るように してい ることは興味深 い

ことで ある。

２つの神殿の 内装 は同 じよ うに

計画 されて いるのた反 して，外観

をよ く検分す ると，全 く違 うこと

がわ かる。 １階の扉 と窓のアーチ

や鉄格子 の形状 は違 った ものにな

っている。プ ロボ神殿の人造石 ブ

ロックは，花模様 が浮 き彫 りにな

っているのに対 して，オ グデ ン神

殿 のそれ は，縦みぞが彫 られてい

る。 オグデ ン神殿 の興味あ る特徴

は， ３階 の人造石 ブロ ックの間に

ある窓 をおおって いる非常に装飾

的 な感 じのす る鉄格子で ある。プ

ロボ神殿 の塔 には花模様や泉 のモ
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チーフが繰 り返 され，オ グデ ン神
蓄 き

殿 の塔 １さ，縦みぐが美 しく，いず

れ も地上か ら約５５メー トル も高 く

そび えて いる塔 に全 く違 った外観

を与 えて いる。

慣例 にな らい， ２つの神殿は献

堂 され るに先だ って一般 に公 開 さ

れ た。

オグデ ン神殿 は １月１８，１９，２０

艮に ６回 のセ ッシ ョンが開かれて

献堂 され た。 プロボ神殿 は， ２月

９日２回 の儀式が執行 されて献 堂

が終 った。全部 の儀式 は大管長会

の管理 の もとで行 なわれ た。教会

幹 部は全部 の毛 ッシ ョ ン に 出 席

し，大管長会 の指示 に従 って話 を

した。

ワ シ ン トン

神殿

フ ラ ン ク リ ン ・

ミ ラ ー ・ス ミ ス

デ ビ ド・０ ・マ ッケイ大管長が

建設 を許可 さ れ た 時 に 「神殿の

粋」 と呼ばれ たワシン トン神殿が

今， アメ リカの首都 ワシン トン特

別 区の入 口にあたるこんも りと し

た森 の中に建設 され ている。

教会 が建 てる１６番 目の この神殿

は独特 な構想 とデザ イ ンを有 して

い る。 この神 殿の重要 な特色 は，

世界 中に福音 の力をもた らす伝道

の働 きをなす点 である。毎年，他

国や他 の大陸 か らの幾万 もの人 を

含め，１７００万以上 の訪問者 がワシ

ン トンを訪れ る。各 国首脳 がアメ

リカの大統領 に敬意 を表 し会談す

るのに訪 問 し，また，議会 の指導

者 も，国家 の指導者 と同様 に訪 問

す る。訪 問者 ，友人 と して訪れ，

旅行者 と して訪 れ，商取 引やサー

ビスの交換に訪 れ る。人類愛 の流

れ は決 して終 りがない。



そ こで， この壮大 な神殿 は，教

会 に とって記念すべ き塔 とな り，

すべ ての 「国，民族，国語」 にと

り真理 の象徴 として そびえ立つで

あろ う。

神殿 は，市 の北端 にあ る森林 に

建て られ る。 そこは５７エー カーが

原始林の ままであ る。１１エー カー

が整地 され る。

この敷地 は他 の神殿 と違 って，

回 りの環境 が小規模 の樹木 園 とな

ることであ る。建物 の周囲には，

た くさんの花壇，花 の咲 くか ん木

類 ，装飾 用の樹 木， また回 りの森

林 を ところ どころ飾 るように， ミ

ズキ， シャクナゲ， アザ リヤが植

樹 され る。

ワシン トン神殿 は，交通 の便 に

は こと欠 かないが， また神殿 は回

りの森林で絶縁 され，商業 や住 宅

の発展 が， この地域の一番 の高所

で ある丘 に建 て られた この独特 の

建物に は及ばないよ うにな ってい

る。

大管 長会 が承認 した建築 のデザ

インは，世界 中の教会員，非教会

員 の胸 になつ か しい ものとなって

い るソル トレー ク神殿の尖塔の構

想 に従 ったもので ある。

地上 か ら天使モ ロナイの像 まで

の高 さは約８８メー トル もあ る。 ７

階建てで， ７階には聖 会 室 が あ

る。 もう １つの特徴 は， オグデ ン

やプ ロボ神殿のデザ インに似 てい

るが， 日の栄光 の部屋 の回 りに儀

式用の ６つの部屋 が整 え られて い

ることである。

ワシン トン神殿 は大理 石で化粧

され る最初 の神殿で， この大理 石

はア ラバ マ州か ら運ばれ る。 また

その純 白さを和 らげ壮厳 さを高 め

るた めにわずかなが ら石 目がつけ

られ る。

１９６８年１１月１５日， マ ッケイ大管

長 は教会がすで に購入 したその敷

地 に立 って神殿を建 て る決定 を発

表 した。当時大 管長会 の第一副管

長で あった ヒュー ・Ｂ ・ブ ラウン

副 管長が１９６８年１２月 にその敷地 を

献 納 した。

神殿 は１９７４年 の初 めには完成 さ

れ る見込 みで， その春 には一般 に

公 開され るで あろう。儀式は その

年 の夏 まで には始め られ る予定で

ある。

ワシ ン トン神殿は，約３０万 の教

会員を擁 す るア メ リカ東部海岸 の

全域 とさらに カナダまで北上す る

一 帯の人 々に貢献 する ことになる

であろ う。

樹木園…珍らしい樹木を研究 したり一般

に公開したりする場所。
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モ ル モ ン 思 想

の 古 典

キ ン グ ・フ ォレット説 教

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会初代大管長

ジ ョ セ ブ ・ ス ミ ス ・Ｊｒ．（１８０５－ １８４４）

これは１８４４年 ４月 ７日， イ リノイ州

ノーヴーにおける教会の大会で予言者

ジ ョ・セブ ・ス ミスの行 な ったキ ング ・

フォ レッ ト説教の後編 であ る。 この前

編は，聖徒の道 ４月号 に掲載 された。

読者 は，説教 が ４人 の兄 弟たちが筆記

を した記録 か ら再製 された もので ある

ことを心 に留 めねばな らない。 また，

予言者 は こののち数 カ月で敵 の手 にか

か り死亡 した ことを知 るの も大切で あ

る。 この記事 は教会歴史記録第 ６巻 Ｐ

３０２－３１７か らと られた ものであ る。

不死不滅の霊

私 は他 に も話す ことがあ る。 それは

昇栄 した人の ことにつ いてであ るが，

私 はこの事柄 につ いて多 くを語 ること

はで きな い。それゆえ，私 はそれにた

だ触れ るだけであ る。 時が私 にすべ て

を語 ることを許 さないか らである。 そ

れ は死者，すなわ ち霊魂，人の精 神，

不死不滅の霊の復 活 とい う事柄 に関連

してい る。霊 は どこか ら来 たのであろ

うか。神 学者 ，神 学博 士 らは神 がは じ

め に霊を創造された と言 う。 だがそ う

ではない。私 が見 るに， その老 えは人

を軽 ん じる もので ある。私 はその教義

を信 じない。私 はよ りよ く知 っ て い

る。 聞きたまえ， あなた方世の果て ま

での人 々よ，神が私 にそう語 られたか

らで ある。 もしあなた方が私 を信 じな

いな らば，真理は空 しい もの とな って

しま うで あろう。私が話を終 るまでに

もし信 じないな らば，人は愚 かな者 と

見 えるで あろう。私 は より高貴 な物事

を語 るのであ る。

神御 自身が 自ら 「我 れ有 りの神」 と

言われた神であ ると我 々は言 う。だれ

があなたにそ う告 げたので あろ うか。

それはま った く正 しい。 しか し， あな

たは， どのよ うに してそれ を知 った の

か。人 はこの同 じ原 則に基 づいて同様

に存在 しなか った とは， だれ が教 えた

のであ ろうか。人 は この同 じ原則の上

に存在 している。神 は幕屋を造 り， そ

こに霊 を入れ たまい， それ は生 きた者

となった。 （聖書を参照の こと）ヘブ

ライ語で はどう記 してあ る で あ ろ う

か。ヘ ブライ語では，神 が人 の霊 を造

られた とは書かれていない。 「神 は土

の ちりで人を造 り， アダ ムの霊 を吹 き

入れ られた。 そ こで人 は生 きた者 とな

った」 と記 されている。

入 の持 つ精神 あるいは英知 は，神御

自身 と同等 （永遠共存）で ある。私 は

私 の証 が真実 であることを 知 っ て い

る。 ゆえに，私が これ ら嘆 き悲 しむ人

々に話す時，彼 らは何を失 った とい う

のであろ うか。彼 らの親戚 友人 は短

い期間，体か ら別れたにす ぎない。神

と共 に存在 していた彼 らの霊 は，わず

か の問かつて同様，土 の幕屋 を離れた
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のであ り，今 は，我 々が地上で してい

るの と同様，共 に語 りあう場所 に存在

しているのである。

私 は人 の霊 の不死不滅 につ いて語 っ

ている。霊 の英知が不滅 だ と言いなが

ら， それ には じま りがあ った と言 うの

は論理 にか なうであ ろうか。霊 の英知

にはは じめがな い し，終 りもない。 そ

れ は理 にかな う。は じめあ るものは，

終 りが ある。霊 が存 在 しなか った時 は

かつてなか った。なぜな ら，霊 は天 の

御 父 と同等 （永遠共存） だ か ら で あ

る。

私 は人 の霊 について さ ら に 論 じ た

い。 なぜな ら今，人 の体 と霊，死者の

ことについて述べて いるか らであ る。

私 は指 か ら私の指輪を抜 き取 り， それ

を人 の魂，すなわ ち不死不滅 の部 分一

なぜ な らそれ にはは じめがないか らで

ある一 になぞ らえ る。 これを ２つに切

ったと しよう。そ うす るとは じめ と終

りがで きる。 しか しそれを再 び合 わせ

れば，一つの永遠 の輪 がで きる。人 の

霊 も同 じであ る。主 が生 きた もう時，

それに はじめがあ るな らば，終 りが あ

るであ ろう。人 の霊 には じめが あると

言 う創造 のは じめ以来 の愚者，学者，

賢者 たちす べて は，霊 に終 りがあ るは

ずだ と証 明 して いる。 もしその教義が

真 実であ るな ら，死 んだのち人が無に

帰 する との教義 は真実 とな ろう。 しか

しもし私が正 しければ，私 は屋 根の頂

か ら大胆 に，神 は人の霊魂 を創造す る

力 を持 って はいなか った と叫ぶであろ

う。神御 自身 は， 自 らを創造で きなか

ったＱ

英知 は永遠であ り， 自存 の原則 に基

づ いて存在す る。それ らは永遠 に霊 で

あ り， それ についてはい ささか の創造
へ

も行なわれなかった。神がこの世に送

られたあらゆる魂，霊たちは増進を許

されている。

人の第 １の原則は，神と共に自存す

ることである。

神御自身は，霊たちの間，栄光のた

だ中にお られた時， さらに英知ある御

方であったがゆえに，他の者が神のよ

うに進歩する特権を持つことのできる

律法を定めることをよしとされた。我

々と神 との関係により，我々は知識に

おいて進歩する状態に置かれているの

である。神は弱い英知たちが御自身と

共に昇栄 し，栄光に栄光を加えられ霊

界で彼 らを救うための条件である知識

と力と栄光と英知のすべてを持つこと

のできるよう，彼 らを教える律法を定

める力を持っておられる。

これはよい教義であり，味わいがあ

る。私 は永遠の生命の原則を味わ うこ

とができ，あなた方 もそれができる。

それらはイエス ・キリス トの啓示によ

り私に与えられている。あなた方に，

私に与えられたままの永遠の生命に関

するこれらの言葉を語る時あなた方は

それを味わい，それを信 じると知って

いる。あなた方は蜜が甘い・と言い，私

もそう言う。私は永遠の生命の霊の味

をも味わうことができる。私はそれが

よい味であると知っている。そして私

が聖霊の霊感によって与えられたこれ

らのことをあなた方に語 る時，あなた

方は必ずそれを甘いと受け入れ，ます

ます喜ぶのである。

人と神との関係

私は人の神に対する関係についてさ

らに話 したい。私は死者に関 してあな

た方の目を開 こう。我々が死ぬべき世

に住む間，我々の肉体に関して，神がそ

の限 りない知恵において我々に啓示す

るのをふさわ しく正 しいと見 られるこ

とは何であっても，すべてのことが抽

象において，またこの世の幕屋 と近い

か否かに関係な く我々に啓示される。

しか しそれは我々の霊には，あたか も

全然体を持たないかのように確かに正

しく啓示 され る。我々の霊を救 うそれ

らの啓示は，我々の体を救 うの で あ

る。神はそれ らを， 体 す な わち幕屋

が永遠に崩壊するとの見地に立 って我

々に啓示されるのではない。それゆえ

責任，実に畏怖すべき責任が死者 と関

連 して我々の上にある。なぜなら，肉

にあって福音に従わなかったすべての

霊は，霊にあってそれに従 うかのろわ

れるかのどちらかである。何と厳粛な

思想であろう／何 と恐るべき思想であ

ろう．／なすべきことはないのであろう

か。人の子の命令に従う機会を得ず し

て死んだ我々の先祖や友のために，何

の救いも何の備えもないの で あ ろ う

か。４０日４０夜をかけ，あなた方すべて

に語ることができたらよいものを。私

はあなた方に，私が 「偽予言者」では

ないことを知 らしめるであ ろ う もの

を。

最大の責任

死者の救いに関してどのような約束

がなされているであろうか。体が墓に

朽ち，衰えているというのに，救われ

る人々はどのような人々であろうか。

主の戒めが教える時，それは永遠の見

地からのものである。なぜな ら，我々

は主によりあたか も永遠の存在者 とし

て見 られるか らである。神は永遠に住

まわれる。そして我々のようには物事

を見たまわないのである。

この世にあって神が我々に負わせ ら

れた最大の責任は，我々の死者を捜 し

求めることである。使徒は 「わたした

２０１



キ ン グ ●フ ォ レ ッ ト説 教

ちを ほか に しては彼 らが全 うされ るこ

とはない」 と言 ってい る。なぜな ら，

時満 ちた る神権時代，すなわちイエス

・キ リス トが，地の据 え られ る前，人

の救 いのためにな された約束を果たす

この神権時代 に，我々の子孫 と我々の

先祖 を結 び固 めるための，結び固めの

力が我 々に与 え られ ることは必要であ

る。

さて，私 は彼 らにつ いて話 そう。私

は道半 ばに してパウ ロに会 う。 あなた

に言 う， パ ウロよ， あなたは我 々な く

して全 くな ることができない。我々の

先に行 く者 とあ とに行 く者 とが我 々と

共に救いを受 け るべ きことは必要で あ

る。か くして，神 はそれを人 の義務 と

な した もうた。神 は言 われた， 「主 の

大いな る恐 るべ き日が来 る前 に，わ た

しは預言者 エ リヤ （エ ライジ ャ） をあ

なたがたにつかわす。彼 は父 の心 をそ

の子供 たちに向けさせ，子供 たちの心

をその父に向け させ る。 これはわ た し

が来 て， の ろいを もって この国を撃 つ

ことのない ようにす るためである。」

許されることなき罪

私 は，神が人の状 態にあわせ て地 の

基が置かれ る以前 に作 りた もうたある

規定 について言明 したい。イエスは何

と言われたであ ろうか。人 が犯 すあ ら

ゆ る罪， あ らゆ る神を汚す言葉 ，あ ら

ゆ るとが は，ただ １つを除いてすべて

許 され得 る し， この世 において も霊 界

において も １つの規定が あって，許 さ

れ ることのない罪を犯 さない人は この

世 で も来 た るべ き世で もすべて救いが

得 られ る。 ゆえに神 は，永遠の世界 に

おけ るあ らゆる霊 たちが， この 阯で も

霊界 で も免 れ得 ない，許 され ることな

き罪 を犯 さない限 り，見 出され，救わ
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れ ることがで きるとい う規定 を作 られ

た。神 は，あ る罪を犯 さない限 り，す

べての人のために救 いをそなえた もう

た。永遠の世にい る友 を持 つ人 は皆，

彼が許 され ることな き罪を犯 さない限

り， 彼 を救 うことがで きる。 そ う し

て， あなた はどれほ ど自分が救 い手 と

なれ るかを知 るであ ろう。

人 は肉体の朽 ちたのち，許 され るこ

となき罪を犯す ことはで きない。そ こ

か ら逃れ る ことので きる道が １つあ る

ので ある。知識 は人を救 う。霊 界で，

だれ も知識 によ らず して昇栄はで きな

い。人が戒 めに注意を払わない限 り，

彼 は救 いな しに住 まわねばな らない。

もし人が知識を持つ な らば，救われ る

ことが できる。 しか し，彼がすで に大

きな罪 を犯 して いるな らば，それ らに

対 して罰せ られ るで あ ろ う． だ が 彼

が， この世 であろ うと霊界 で あ ろ う

と，福音 に従 うことを受 け入れ る時，

彼 は救 われ る。人 は， 自分を苦 しめ る

非難者 とな る。 ゆえに，彼 らは火 とイ

オ ウの燃 え る湖へ行 くと言 う の で あ

る。人 の心 の失意 の苦 しみ は，火 とイ

オ ウの燃 え る湖 同様激 しい。人の苦 し

み もそ うだ と言 うのである。

私 は聖典 を知 り， それ を理解 してい

る。私 は， だれ も死後 に許 され る こと

な き罪 を犯 せず， この世 にあって も，

聖 霊を受け るまでは， その罪 を犯す こ

とがない と言 った。人 はその罪 を この

世 で犯すのであ る。 それゆえに， イエ

ス ・キ リス トの救いは，悪魔 に勝 つた

め，すべての人のために も た ら さ れ

た。 も し，救い により人 があ る場所へ

連れ行かれなか ったな ら，他 の場所 に

行 った ことであ ろう。主 が救 い主 とし

て立 たれたか らであ る。キ リス ト御 自

身 に従 うまで， あ らゆ る人は簸難 を受

けるで あろ う。
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天 における論争が あった。一 イエ

スは救 われない人 々 もあるで あろうと

言 い，悪魔 はすべて の人を救 うと言 い

その計画 は大会議 に提 出され，彼 らは

イエス ・キ リス トに賛成 した。 そこで

悪魔 は神 に反逆 し，従 う者全員 と共 に

投 げ落 とされ た。 （モーセ ４ ：１－ ４

アブ ラハ ム３ ：２３－２８）

罪の許し

聖霊に逆 らう罪を除き，あらゆる罪

は許 される。イエスは滅亡の子以外全

員を救われるか らである。許されるこ

とのない罪を犯すとは，何をすること

であろうか。彼は聖霊を受け入れ，諸

天が彼に開かれ，神を知り，そののち

自分に反する罪を犯す。人が聖霊に逆

らう罪を犯 したのち，彼にとって悔い

改めは存在 しない。彼は，太陽は見え

て も輝かないと言 うに至 る。彼は諸天

が彼に開かれながらイエス ・キリス ト

を否み，真理 に目があいているのに救

いの計画を拒む。彼はその時か ら，敵

となるのである。 これが，末日聖徒イ

エス ・キ リス ト教会か ら背教 していっ

た多 くの人々の状態である。

人がこの業の敵となり始める時，彼

は私を捕え，私を殺そうとし，私の血

に飢えて止む ことがない。彼は悪魔の

霊，すなわち聖霊に逆 らう罪と同 じ，

また命の主を十字架にかけた者共 と同

じ精神を得る。あなた方はそのような

者たちを救うことはできない。あなた

方は彼 らを悔い改めに導 くことはでき

ない。彼 らは悪魔のように戦いを始め

る。その結果は恐 るべきものである。

私はあなた方すべてに，行なうこと

に注意深 くあれと勧告する。そうでな

いと，あなた方は少しずつ欺かれるこ

とになるかもしれない。自分自身に確

固 と して とどまりたまえ。道 を離れ て

はな らない。軽率 に動いて は な ら な

い。 あなたは救われ ること が で き よ

う。 もしにが い心があ るな らば， はや

まって動 いて はな らない。 あなたは，

あの人 は罪人だ と言 うか もしれない。

しか し， も し彼が悔い改め るな らば，

彼 は許 され る。用心深 くあれ。待 ちた

まえ。 あなた方が流 血を求 め る者，殺

人者を見出す時，それ と同 じ くな る者

は神 の人ではな く，悪魔 の人 である。

おお よそ，心 か らあふれ ることを， 口

が語 るものであ る。

最 良の人々は，最良 の働 きを もた ら

す。 あなた方 に生命 の言葉 を 語 る 人

は，あなた方 を救 うことのできる人で

あ る。私 はあなた方 に，聖霊 に逆 らう

罪を犯すすべての悪人 たちに反 して立

て と警告 す る。 なぜ な らば，彼 らには

この世 で も来 たるべ き世で も救 いがな

いか らであるσ「

もし時 間が あるな らば，神 と人 との

関係 につ き，関心 ある事柄を振 り返 っ

て詳細 に語れ る ものを。私 は奥 義に入

ることがで きる。永遠の世 界に奥深 く

踏 み入 る ことがで きる。イエ スは こう

言われ たか らで ある。 「わた しの父の

家 には，す まいがた くさんあ る。 もし

なか った な らば，わた しはそ う言 って

おいたで あろう。あなたがたのために

場所を用意 しに行 くのだか ら。」（ヨハ

ネ１４：２）パ ウロは言 っている， 「日

の栄 光があ り，月 の栄光が あ り，星 の

栄 光 があ る。 また， この星 とあの星 と

の間に，栄光 の差 がある。死人 の復活

も， また同様 である。」（１コ リン ト１５

：４１）死者 に関 して，我々 は何を もっ

て慰 め とす るべ きで あろ うか。 我 々

は，地上 のどの人 々が死んで も最 も大

いなる望み，慰めを得 る理由を知 って

いる。我 々は彼 らが我々の問にあ って

ふ さわ しく歩むのを見，彼 らがイエス

のみ腕 にいだかれ眠 るのを見たか らで

あ る。信 仰を持ちつつ死んだ人 々は，

今や神の 日の栄光 にいる。、それ は日の

栄光であ る。

キング ・フォレッ ト長老 の死 につ い

て語 りなが ら嘆 くあなた方 は，喜ぶべ

き理 由を持 っている。 あなた方 の夫や

父は去 り，死者 の復活 の時 まで，す な

わち残 りの者 が完全 になる時 まで待 っ

てい るのである。 それ は，復活 の時 に

は， 多 くの人 が同様 の祝福を受 け られ

る時まで多 くの年 を待 たね ば な ら ぬ

一方 で， あなた方 の友 は完全な幸福 の

うちによみが え り， 日の栄光 に行 くか

らである。 あなた方の希望，期 待は人

の理解 をはるか に越 えてい る。神はな

ぜ それを我 々に啓示 された の で あ ろ

う。

私 は語 る権威を持 ってい る。聖霊 の

権威 によって語 る権威を。あなた方 は

恐れ るべ き理由を何 １つ持 たない と。

なぜ な ら，彼 （フォレ ッ ト兄弟） は正

しき者の家に行 ったのであ る。嘆 いて

はな らない。泣 いてはな らない。私 は

それを，内にあ る聖霊 の証 によ って知

るのであ る。 あなた方 は，友 たちが 日

の光栄の世界 の朝 にや って来て まみ え

るのを待 つ ことがで きよ う。

喜 べ， おおイス ラエルよ。真理ゆ え

に迫害 にあ って殺 され た友 たちは，殺

人者 たちが，大 きな償 いを な し終え る

まで幾年 も苦 しみのた うつ一方で， 日

の光栄 の中に輝か しい勝利をお さめ る

であろ う。私 はこれを，異邦人のため

に言 うので ある。

私 には霊界 に行 った父， 兄弟，子供，

友人が ある。彼 らは霊 にあ る。我 々は

間 もな く再び会 うであ ろう。 ラ ッパの

鳴 り響 く時は間 もな くや って くる。我

々が世を去 る時， 我々はイエスにあ っ
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キ ン グ ・フ ォ レ ッ ト説 教

て眠 りについた母，父，友， そ して愛

す るす べての人 々にあいさつ をす るで

あ ろう。暴徒 や迫害 や悪意 の訴訟や捕

縛 の恐 れはな く，永遠 の幸福が あるで

あ ろう……。

私 は ここで この事柄か ら離れ，バ プ

テ スマの ことについて，二，三述べ よ

う。水 のバプテスマは，火 と聖霊 のバ

プ テス マが伴 わなければ， 無 益 で あ

る。 ２つは分離 不可能，必然 に結 びつ

いてい る。人 は神 の王 国に入 るために

水 と霊 とか ら生 まれなけれ ば な ら な

い。 ドイ ツ語 では，私 が この１４年 間 こ

の事柄 について教 えた啓示 と同 じこと

を述べてい る。私 は，彼 らの口に上 る

べ き証を持 ってい る。私 の証 はいつの

時 にも真実であ った。あなた方 は， そ

れをバ プテスマの ヨハ ネの言葉 の中に

見出すであ ろう。 （ドイ ツ語 聖書 か ら

読む） ヨハネは言 ってい る。 「わた し

は水で おまえた ちにバ プテスマを授 け

て いる。 しか し，イエ スが 来 られ る

時， この方 は力 （鍵 ）を持つ方で，彼

は火 と聖霊 のバ プテスマをお授 けにな

るであろ う。」 偉大な る神 よ／今，す

べ ての宗派 の世界 はいず こ に あ る の

か。 この証が真実で あるな ら，彼 らは

皆，破 門され るごと くた しか に呪われ

ている。私 は， この聖句が真 実であ る

ことを知 って いる。 あなた方の うち，

それが真実 であると知 って いる ドイ ツ

人 は， はいと言 って ほ しい。（「はい」

とい う大 きな声）

ア レクサ ンダー ・キャンベル よ／

あなたは水 だけで， ど うして民を救 う

のか。 ヨハネは， イエス ・キ リス トの

バプテスマな しでは何 のためにもな ら

ない と言 った。 「そ ういうわ けだか ら

わた した’ちは， キ リス トの教 えの初歩

をあ とに して，完成 をめざ して進 もう

ではないか。今 さら，死 んだ行な いの
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悔改 めと神へ の信仰，洗 いごと （バ プ

テスマ） について教 えと按手，死人の

復活 と永遠 のさばき， などの基本 の教

えを くりか え し学ぶ ことをや めようで

はないカ≦。神 の許 しを得て， そうす る

ことに しよ う。」（ヘ ブル ６ ：１－ ３）

１人 の神， １人 の父， １人 のキ リス

ト，我 々の召 しの望 みは １つ，バ プテ

スマは １つである。 ……多 くの人がバ

プテスマは救 いに とって大切で はない

と言 っている。 しか しそのような教 え

は呪いの基礎 を置 くものである。私 は

真理 を持 っている。 もし彼 らにで きる

として，私 に反対す る者 たちを ものと

もせずに。

私 は今，少 しの ラテン語，少 しのヘ

ブ ライ語， ギ リシ ャ語， ドイツ語 を説

き，すべてを満 た した。私 は多 くの人

々が考 え七い るよ うな大 ばか者で はな

い。 ドイ ツ人は，私 が ドイツ語 を正 し

く読 んでい ることを知 っている。

第二の死

聞 きたまえ，あなた方世 の果て まで

のすべての人 よ，すべての祭 司，すべ

ての罪人，すべての人 々よ。悔 い改 め

よ．／ 悔 い改 めよ／ 福音 に従 え。神 に

帰れ。あなた方の宗教 はあなた方 を救

わず，あなた方は呪われ る か らで あ

る。私 はどれほ どとは言 わない。地獄

か ら瞭われたすべての人 につ き数 々の

ことが言われて きた。 しか し私 は，聖

霊 に逆 らう罪を犯す者 はこの世 で も来

たるべ き世で も許 され ることがな く，

第二 の死を受 けると言 う。許 され るこ

となき罪を犯す人々はグ ノローム， す

なわ ち終 りな き世界，地獄に住 むべ く

定 め られ る。 この世で流 血の場 を も く

ろむ時，彼 らは火 とイオ ウの湖の ごと

き復活 によみがえ るであろ う。あ る者

、

は神の永遠の燃 える炎によみがえる。

神は永遠の燃える炎に住まわれるか ら

である。そしてある者は己れの汚れの

呪いによみがえる。それはイオウの火

の燃える湖と同 じ苦 しみである。

私はこの言葉を，富める者 と貧しい

者，奴隷と自由人，大きな者と小さき

者，あらゆる人々に告げている。私は

だれにも敵意を持たない。私はあなた

方を皆愛する。 しか し私はあなた方の

ある行ないを憎む。私はあなた方の最

良の友である。 もし人がまとをはずす

なら，それは彼自身の誤ちである。私

がある者を非難 して彼が私を憎むなら

ば，彼は愚か者である。なぜかと言え

ば，私はすべての人々，特にこれらの

兄弟姉妹を愛 しているか らである。

私は，年老いた友たちの証を聞き，

喜ぶ ものである。あなた方は私を知ら

ない。あなた方は私の心を決 して知ら

ない。だれ も私の経歴を知 らない。私

はそれを語ることができない。私は決

してそれをしない。私は，私の経歴を

信 じないからといって，だれを も責め

はしない。 もし私が自分の経歴を経て

来なかったとしたら，自分自身でそれ

を信 じなかったであろう。私はこの世

に生まれてこの方， １人の人も害する

ことをしなかった。私の声は常に平和

のためである。

私は，私の働 きがすべて終るまで死

ぬことができない。私は何の悪事も考

えたことがなければ，隣人を害する行

ないをしたこともない。私が大天使の

ラッパにより呼ばれ，はか りにかけら

れる時，その時あなた方は皆私を知る

であろう。私はもはや言 うことをしな

い。神があなた方すべてを祝福 した も

う。アーメン。





言者 アブラハムは主のちょう愛

予
を受けた人である。彼は， この

地上に来 る前には高貴にして偉大な英

知であったと告げられた。彼は，英知

たちが死すべき者として誕生 した後に

住まう場 として，地球が創造されたこ

とを知 った。ここにおいて英知たちは

試され，主なる神がなすように命 じた

任である。人は自分自身で決定を下さ

なければならない。これが福音の計画

のすべてであった。その計画が提示さ

れた時に，我々は霊的な存在として評

議会に出席 し，その計画に賛成 したと

予言者ジョセブ・ス ミスは告げている。

地上に住むにあたって，この時代は

栄ある時である。福音と神権が回復 さ

を持 つ，毅然 と した性格 の人 で，人 か

らの影響 をほとん ど受けない人 であ っ

た。 しか し，その ような彼 も予言者 ジ

ョセブを愛 し敬 い，彼 には従順 であ っ

た。予言者の殉教後のあ る時， ワ・イト

はこの ように言 った。 「世にあ って私

を治め ることので きる唯一 の人 は もう

いない。」 彼 は ブ リガ ム ・ヤングや他

試 し の 時

十二使 徒評議 員会補 助

ヘ ン リー一・Ｄ ・テ イ ラ ー

第 １４１回半期総大会における説教

もうすべての ことをなすか ど うか見 ら

れ るのであ る。 そのために，地上で の

生活 は試 しの場 となるφである．

この世 で歩 む道 は障害 のない もの，

あるいは容易 な道 とは されてい ない。

偽 り者，欺 く者の父であ るサタ ンとサ

タンに従 う者 たちは，人 々の 目を真理

か らくらますために好計 と力を用 い，

また人 々を邪道 へ導 こうとすることを

許 された。 しか し，人 には選択 の権利

である自由意志が与え られねば ならな

か った。神 は予言者を通 して， 戒め と

して知 られ る導 きを与 え られ， もしそ

れ に従 うな ら，喜 び と幸福 が もた らさ

れ るように計画 された。 しか し，善悪

の選択 をす るのは人 の特権で あ り，責
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れ，教会が再 び建 て られ た． キ リス ト

・イエスが， その名を有す る教会の頭

であ り，我々が予言者，聖見者，啓示

を受 ける者 と して支持 してい る入 々が

我々を導いてい る。

我 々 には， この地上 で生涯 を過 ごす

時に，立 ち上 が り，価値 を示 さなけれ

ばな らない時 がある。 これ が試 しの時

である。我 々は主 の戒 めを守 りつつ，

主 の側 に立 ってい るで あろうか。指導

者 を支持 し，彼 らを助 けているであろ

うか。確 固 として立 ち，動揺す ること

がないだろ うか。

「山岳 の野生 の羊
」 として知 られ る

ライマ ン ・ワ・イトは， この神権時代 の

初期 の使徒で あった。彼は強固な意 志

ノ１詰

・
ｖ準

叢 漕 燕 へ ．
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の十二使徒たち との交 わ りを断 ち，一

群を テキサスへ連 れて行 った。 そ して

つい に彼は名 も知 られな くな り，世 に

忘れ られた。一方， ブ リガ ム ・ヤ ング

と忠実な人々は西 部へ行 き，発展 し名

を高 めた。 ライ マン ・ワイ トは試 され

応 え られ なか った ので ある。

後 にシモン ・ペテロ，あ るいはペ テ

ロと して知 られ るようにな った漁 師 シ

モ ンは， アンデ レか らイエ スを紹介 さ

れ た。 ア ンデ レは， イエスが メシヤで

あ るとい う証 をすで に持 っていたので

あ る。

最初 にシモ ンを ご覧 になった時，イ

エスは言 われ た。 「あなたはヨナの子

シモ ンである。 あなたをケパ （訳せば

石 または岩） と呼 ぶ ことにす る。」 （欽

定訳 ヨハ ネ １ ：４２参照）

イエスがペ テロの中に見 られ た岩 の

ような性格 は， す ぐには築 かれ なか っ

た。ユダが救 い主 を裏切 った時， ペテ

ロは ３度 イエ スを知 らない と拒 んだ。

しか し，救 い主の十字 架の刑の後 に深

い悲 しみ に陥 り，非常 な苦 しみの静 寂

に捕 われ，やがて キ リス トが彼 をペ テ

ロと呼 んで以来求 めて お られた強 さを

得 たのである。 シモンは厳 しい試 しを

受 け，試 み られ， その後岩な るペテロ

にふ さわ し くな ったのである。

予 言者 ジョセブ ・ス ミス も，他 の幾

人かの人 々が試 み られたよ うに，試 し

を受けた。彼 が天父な る神 と，主 に し

て救 い主な る御子イエス ・キ リス トか

らの個人的 な訪れ によって恵 みを得 た

こ とを世 に証 した日以後，敵対 者の悪

しき力 がすべて彼 の上 に放たれた よう

であ る。

誹諺 され，中傷 され， タールを塗 ら

れ，羽をつ けられ，不正 に投獄 され，残忍

な扱 いと屈辱を受け ることによ り，彼

の心 は非常 な試 しを受 けた ので ある。

ジョセ ブに とっては，友人た ちばか

りでな く主 までが 自分 を見捨て た もう

たか と思 われ るよ うな時が あった。非

常に大 きな苦痛 の中か ら，彼は叫んだ。

「おお神 よ
，汝 は何所 に在 した もうや，

神の隠家を蔽 え る大幕何所 にあ りや。」

その後 に，彼 は聖 徒た ちに苦 しみを与

える邪悪で不法な追害 について述べ て

いる。次 いで，主 か らこれに対 して慰

めの言葉が下 された。 「わが子 よ，汝

心安かれ。汝 の不幸，汝の困苦 はただ

これ束 の間な り。

然 り而 して， もし汝 よ くこれを耐 え

忍 ばば，神 は汝 を高 きに挙 げたまわ ん。

か くして，汝 あ らゆ る敵 に勝つ ことを

得 ん。

汝 の友 だちは誠 に汝 を援 け，温 き心 と

親 しき手 もて 再 び汝 を 歓 び迎 えん。」

（教義 と聖約 １２１：１， ７－ ９）

ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 自分 に示 され

た真理 に対 して誠 実かつ忠 実で あ り，

確固た るものを持 っていた。彼 の友 は

世 に対 して次の ような誇 らしい宣言 を

発 した。 「主 の予言者 に して聖 見者 な

るジ ョセブ ・ス ミスは，ただイエス ・

キ リス トを除 くのほか， この世に生 を

受 けたる何人 よ りもこの世に於け る人

類 の救 いに尽 した り……彼は神 とその

民 の眼前 に偉大な る生涯を送 り，偉大

な る死 を遂 げた り。而 して，昔主の聖

任 したまい し者 らのほとんどすべてが

然 あり し如 く，彼 の使命 と事業 とを己

が血を以て結 び固めた り……」 （教義

と聖約１３５：３）

ジ ョセフ ・ス ミスはま こ と に 試 さ

れ，試 み られたが，動揺 す ることがな

か った。彼 は期待 された条件すべてに

か な ったので ある。

世 が始 ま って以来， いつ の時代 にも

それ ぞれ の誘惑が あ り，サ タンがそれ

らの源で ある。今 日も，我 々の時代の

誘惑 がた くさんある。

至高者 がお られ るとい う老 えを あざ

け る人 々がいる。彼 らは，神 は死んだ

と宣言 し， そのよ うに教 えている。

また他 の人 々は，来世が あるという

信仰をあざ笑 う。彼 らは死 が終 りで あ

り，裁 きの時な どな く， この世 の行 な

い の責任 を負 うこともない と 主 張 す

る。そ うであ るのになぜ楽 しまないの

か，我々は あす死ぬか も知 れない と，

彼 らは語 る。・

アル コールや タバ コや幻覚剤 を使 っ

て も体 は害 されず， また姦 通 も許 さ

れ， 目的を達す るため には不正直 も義

と され ると，我 々に信 じ込 ませ ようと

す る人 々が いる。

世 の ものに捕 われ， もっと大切な価

値 あ るもの，す なわ ち霊 の ものを見失

わせ る誘惑 があ る。

試 しや誘惑 は，教会 の若人 のみでな

く，我 々 １人 １人 に もある。我 々には

みな，救 い主 の ように，我 々のゲ ツセ

マネが ある。道は時折 で こぼ こである

か もしれないが， リーハイの語 ったよ

うに，我々が しっか りと鉄の棒 をつか

んで いれば，我 々は闇の唯中で もそれ

によって導かれ るので ある。 も し我 々

が世 のあざけ りの声 に耳をか さな けれ

ば，す なわち道 を失 わず， また川 に落

ちた り，迷 った りしなけれ ば，我 々は

ア ラブ ラハ ムが予見 した人生 の試 しに

及 第す るのであ る。

努力 と難儀 はすべて受 け る価値 があ

る。なぜな ら，我 々は最 大の賜 である

永遠の生命の賜を得 るか らであ る。 こ

の人生が幸福な もの とな るように，主

イエス ・キ リス トのみ名 により，へ り

くだ って祈 りたてまつ る。 アーメン。

２０７



人生の 目的

愛 す る兄弟姉妹 たち，私 は心 を低 く

して皆様 方の前 に立 つ ものである。私

はこの半期総大会 に出席す る 特 権 を

得，偉大 な指 導者 た ちの言葉 に霊感 を

受 けたことを感謝 申 し あ げ る。我 々

は，世界史上 にむずか しい この時代 に

あって，幸福で立派な人生を生 きるに

役立 つ助言を受 けた。

アダムが エデンの園か ら追われた時

彼 は， 「あなたは顔 に汗 してパ ンを食

べ， ついに土 に帰 る， あなたは土 か ら

取 られ たのだか ら」 （創世 ３ ：１９） と

言 われ た。

私 は， ある大 きな ヨーロ ッパの大学

の構 内の門の上 に， 「魂の苦悶 と額 の

汗 によ らず して，価値 ある ものは何 １

つ もた らされ ない」 という言葉 が刻 ん

であ ると聞いた。

２０８

第 １４１回半期総大会における説教

試 され る こ と

十二使徒評議員会補助

フ ラ ン ク リ ン・Ｄ・リチ ャ ー ズ

エ ラ ・ウ ィー ラー ・ウ ィル コ ックス

は 「ゲ ツセマ ネ」 とい う美 しい詩の中

で こう述 べている。

「おそかれ早 かれ
，旅す る者 はみ な

この園の門を くぐらねばな らない。暗

闇の中ひ とりそ こにひざまずか ねばな

らない。

そ してあ る激 しい絶望 と闘 うのだ。

『わた しの思いのままにではな く，み

こころの まま に』 と言 えず， ただ 『こ

の杯を過 ぎ去 らせて下 さい』 と祈 り，

ゲ ツセマネの園での 目的を知 り得 ない

人を，神 は哀れ と思われ る。」

入が困難や好ま し くない経験 を自 ら

求 めようと しないのは当然 であ るが，

人の成長進歩の道の途 中に立 ちはだか

る人生の試練や苦 悩が， もしそれに負

けて くじけて しま うのでなければ， よ

り高 い所へ登 るた めの石段 とな ること

は真実で ある。何 らかの立 派な業績 を

残す人 の話 は， ほとん どすべて，不 利

な条件 に打 ち勝 った物語 であ る。障害

に打 ち勝 つことの中 には，他 か らは決

して得 られ ない貴重な教訓 があ るよ う

に思 われ る。

この神権時代の最 も苦 しい経 験か ら

２つをあげれ ば， それ はシオ ンの陣営

と リバテ ィーの牢獄で の経 験 で あ ろ

う。 この ２つは偉大な人々の生 活に影

響 を及 ぼ し，教会歴史 に も多大の影響

を残 した。

ミズー リで教会員 は迫害を受 け， 予

言者 ジ ョセブは１８３４年 ２月２４日，その

ことについて祈 り，啓示 を受 けた。主

は予言者 に，少 な くとも百人の青，壮

年男子を集 め， シオンの地，すなわ ち



ミズ ー リへ行 け と教 え られ た。 （教義

と聖約１０３：１９－３４参照）

お よそ １５５名の男子 か らなる シオ ン

の陣営が，１８３４年春 オハイオ州 カー ト

ラン ドに集 め られ，西 ミズ ー リへ向 け

て行軍 した。 ミズー リに着 くまで に，

陣営 はほぼ ２００名 に達 して いた。

この旅 の 目的 は， ミズ ー リにいる聖

徒 た ちと合流 して， ジ ヤクソン郡に土

地 を買 い，郡 を包囲 して， ミズ ー リの

聖徒 たちか ら多 くの財産を奪 った暴徒

の手か ら，土地を取 り返 す ことであ っ

た。

ミズ ー りに到着 し， ダンク リン知事

との何回 にもわた る交渉 が失敗 に終 る

と， シオンの陣営 を解散 して， シオ ン

の受 け戻 しは将来 の機会 にゆだねるこ

とが よい ように思 われた。

シオ ンの陣営 に加わっていた大部分

の人 々は，当時教会活動 の中心 となっ

ていた カー トラン ドに帰 った。

「シオ ンの陣営 の旅
」 は多 くの人 に，

益す る ところのない失敗の話 と して受

け とめ られて いる。陣営 に参加 しない

でカー トラン ドにいた ある兄弟は， ブ

リガム ・ヤングが帰 って来 た時 に 「あ

なた はジ ョセブ ・ス ミスとい っしょに

ミズ ー りに無駄な旅 を して，何 を得 ら

れま したか」 と尋 ねた。 それに対 して

ブ リガム ・ヤ ングは， 「何 のためか と

言えば，私 は この旅 で得 た経験 を， ゴ

ーダ郡 の全部 の富 と引 きか えにす ると

言 って も，譲 らないで しょう」 と答え

た。 ゴーダ郡 とは， 当時 カー トラン ド

のあ った郡 のことで ある。 （Ｂ・Ｈ・ロ

バーツ 「ブ リガム・ヤ ング，その人柄」

イ ンプル ーヴメ ン ト・エ ラ第 ６巻）

１，６００キロ 以上 に及ぶ 旅で あ り，内

部 には意見 の相違，外か らは敵意 をあ

か らさまに表 わす行動が示 され た。困

苦 や落胆 はあ ったが， それ らの経験 は

そ こに参加 した入 の中か ら， ミズ ー リ

か らノーヴ ーへ脱 出 した １万 ２千名の

一行の指導者 が大勢 出
， のちに， その

多 くは ノーヴーか らソル トレー ク盆地

への西 部大移動 の際 の指導者 となった

ことか らわか るよ うに，真 に価値 ある

経験 であ った。

１８３５年 ２月， シオンの陣営 に加わ っ

て予言者 ジ ョセブと共 に ミズ ー リへ行

って きた兄弟 たちは一堂 に集 め られ，

その中か ら十二使徒定員会会員 と七十

人 が選 ばれ た。予言者 は， シオンの陣

営 の者 たちが耐 えた困苦や苦 しみは無

駄 ではな く， それ は 「命 を捧げ ること

を決意 して シオ ンに向か った者た ちは

必要 であれ ば，ーこの業 に任命 され，最

後 の時代 にぶ ど う園 を刈 り取 るため に

つかわ され る」 とい う神 のみ こころで

あ った と語 っている。 （教会 「歴史記

録第 ２巻 Ｐ．１８２）

これ らの出来事 に照 らして， シオ ン

の陣営 の経験 は， その人 々に とって も

教会 にとって も非常な価値 あ る経験 で

あった ことがわか る。

教会史上，最 も暗い時代 の １つは，

１８３８～３９年の冬であ った。聖徒 たちは

迫害 され，奪 われ，殺 され ていた。予

言者 と数 名の者 は裏切 られ， リバ テ ィ

ーの牢獄 に捕 らわれ た
。不和 と背教 は

はび こり，教会 はいまにも崩壊 しそ う

に見 えた。

しか し， この暗 い時代か らも，め ざ

ま しい発展，成長の時 と同様，苦難 の

時 にも教会を導 く人々が生 まれ たので

ある。だがそれだけではない。主が予

２０９



言者 ジ ョセブ ・ス ミスに大 いなる啓示

を与え られたの も， リバテ ィーの牢獄

に捕 らわれてい る間， この暗 闇の時代

の ことであ った。 リバテ ィーの牢獄 は

一時
，教 えの中心 とな ったのである。

ブ リガ ム ・Ｈ ・ロバーツ長老 は 「教

会歴史粋 」の中で， それを このよ うに

述べてい る。 「聖徒 た ちの 目は，励 ま

しと勧 告，主 の言葉 の出 る場所 として

そ こ （リバテ ィーの牢獄） に向け られ

た。予言者 がそ こにい る限 りジ獄 と言

うよ ウは神殿であ った。 そ こはめい想

と祈 りの場であ った。神殿 は，何 よ り

もまず祈 りの場であ る。祈 りは神 との

交わ りで ある。それは 「無限の神 を求

める人間の無限の場 」であ る。そ こで

両者 は互 いを見出 し，聖 な る場所 とな

る。 それが神殿であ る。ジ ョセ フ ・ス

ミスはこの荒廃 した牢獄 の中で神 を求

め，神を見出 した。彼は苦難 のま った

だ なかか ら，情熱を傾 けて神を呼び求

めた 。」 （第 １巻 Ｐ．５２６）

神か らその答えが来た。 「わが子 よ

汝心安かれ。汝の不幸，汝の困苦 はた

だこれ東の間 なり。然 り而 して， も し

汝よ くこれを耐え忍ばば，神は汝を高

きに挙げ たまわん 。」 （教義 と聖約 １２１

：７～ ８）

予言者 ジ ョセフは，大 きな試練 が彼

を襲 って も， 「地獄の あぎと大 口開け

て汝 を呑 まんとす とも，わが子 よ汝 こ

の事 を知れ，・す なわ ちこれ皆汝に善か

らんため，汝 に経験を与えんための も

のな り， と。 「人の子』は一切 これ ら

の ものの下 に身を落 した り。汝は彼よ

り大 いなるか 。」 （教義 と聖約 １２２：７

－ ８） と告げ られた右

．牢獄の神殿 と も言 うべ き リバテ
ィー

の獄か ら告げ られた １つの大いな る真

理 は，神権 と教会統 治の ことであ る。

２１０

これは教義 と聖約第 １２１章 に記 されて

い るが， その一部 を読 んで みよう。

「見 よ
， 召 さるる者 は多 けれ ど も選 ば

るる者 は少 し。選 ば るることなきは，

これそ もそ も何 の故 ぞ。 そは，人 々の

心甚 しくこの世 に属 け るものの上 にあ

り， 唯々人 間の誉 を得 ることを のみ望

み，次の如 き １つの戒 めを知 らざるに

よる。曰 く，神権 の権能 は天 の能力 と

固 く結びつ きて離 るべか らざる ものに

して，天 の能 力は正義 の原則 によ りて

のみ支配 し運 用 し得 るものな り， と。」

（教 ｉ義ｉと聖約１２１：３４－３６）

あ る時，予言者 ジ ョセフ ・ス ミスは

どの ように して民 を治 めているのか と

問われた。彼 の答 えは， 「私 は民 に正

しい原 則を教 え，彼 らは 自 分 を 治 め

る」 とい うものであ った。 （ジ ョン ・

テイ ラーの回想，説教集 第１０巻 Ｐ．５７

－５８）教 義 と聖約第 １２１章 に美 しく述

べ られてい る正 しい統 治の原則 は，教

会員が 自分を治め る正 しい原則 を教 え

られてい ることの良い例 であ る。

我 々は，人生 の大切 な 目的の １つは

試 され ることであ ると信 じてい る。 シ

オンの陣営の経験 も リバテ ィーの獄 の

経験 も，実は そこに参 加す る人 々に対

す る精練者の火で あり，その ことは立

派 に成長 し，天の御 父 に近 づ くために

人生の困難やむずか しい状 況を経験 す

ることが必要 であ ることを 教 え て い

る。 これ らの経験は，我 々に予言者 ジ

ョセブ ・ス ミスや教会初期 の指導者 の

偉大 さについて よ く理解 せ しむ るもの

で ある。

しか し，我 々は シオ ンの陣営 や リバ

テ ィーの牢獄の経 験か ら， 自分 のため

にな るどの ような ことを学 ぶであろ う

か。

２つの真理 が印象に残 る。第 １は主

イエス ・キ リス トを信 じる信仰の大切

さと，教会 や指導者 に対す る忠誠で あ

り，第 ２は， いか なる困難 にあおうと

も終 りまで堪 え忍ぶ ことの必要性で あ

る。

これ らの原則を我 々の生活 に応用す

るために，今，我 々は指導者の勧告 に

従 い，奉仕す る機会 をすべて受 け入れ

各々の責任 をよ く果 た し， しか り，終

りまで堪 え忍 ぼ うではないか。心を世

の ものに向け ることを避 けよ うで はな

いか。神権 を行使す る時 には正義の統

治 の大 いな る原則 に沿 お う で は な い

か。 その ように して主 の戒 めを守 るこ

とに より，我 々は喜 び， しあわせ，成

長，進歩 を得， 「神 のあ らゆ る賜の中

最 大な る永遠 の生命」 を得 る で あ ろ

う。 （教義 と聖約 １４：７参照）

私 は シオ ンの陣営 や リバ テ ィーの牢

獄 の話に出て くる人 々 と共 に，神が生

きていま し， イエスがキ リス トで ある

こと一 この証 は聖霊 が私 に証 した も

うた ことであ るが一 ， またジ ョセブ

・ス ミスが神 の予言者 であ り，彼 を通

して神の御名において行 な う力 と完全

な る福音 が地上 に回復 され た ことを証

す ることがで きる。私 はジ ョセブ ・フ

ィールデ ィング ・ス ミス大管長が現在

この地上 におけ る神 の代弁者で あ り，

主が彼をその最 も大切 な召 しにあって

祝福 し支えた もうことを知 って いる。

シオ ンの陣営 や リバテ ィーの牢獄か

ら学ぶ偉 大な教訓 を決 して忘れず，試

練 や苦難 や辛苦 がや って くる時 に， そ

れ らは我 々が永遠 の生命 を喜ぶ ため に

会わねばな らぬ もので あることを覚 え

てお こうではないか。我 々が試練 に立

派に耐え ることが でき るよ う， イエ ス

・キ リス トのみ名 によって祈 りたてま

つ る。 アーメ ン。



本 と子供 と

両親

エ リ オ ッ ト・Ｄ ・ラ ン ドー

曽 冒を出 して本を読んであげることほど，子供 と
戸 大人の関係を泓 ・ものにするものはありませ

ん．子供は本を読んでもらい，大人にとぎれること

のない注意を注がれるのを非常な喜びとします。大

人が声を出 して子供 に本を読んであげる時，それが

子供にどんなに大きな喜びを与えているかがす ぐわ

か ります。またその大人がまった く正直な人である

な ら，自分自身 も子供 と同じ位楽 しんでいることに

気づきます。おそらくこれが，両親が子供の読書に

関心を持つべきであるという第一の理由で しょう。

読書はひね くれた社会病の薬でも，宇宙を征服す

るための道具でもありません。また私たちが子供に

かわって してあげることでもないのです。彼 らは音

や感情，自己を知るために文学の世界に放 り出され

ることが必要です。若い両親が，生まれて １年 もた

たない子供 に添い寝 しながら，簡単な詩のついた子

守 り歌を口ずさみ， リズムや散文の力強さを伝える

ことが必要なのです。何のためで しょうか。それは

彼 らに詩を教えるためではありません。

子供が良い文学を聞き，両親の読書する姿を見，

家族 ぐるみで行なう創造的な演劇活動に参加するこ

とは，彼 らが読書を始める良い動機づけ とな りま

す。

小さい時に子供に本を読んであげる第 １の 目的

は，将来のために知識をつぎ込む ことではなく，子

供が小さいうちに，親子間の関係をすばらしいもの

にすることにあるのです。将来子供が読書をするよ

うに しつけるのはそのあとの問題です。生まれて ３

年 目位までの子供たちに本を読んであげる時は，教

える目的でそうすべきではありません。それは両親

と子供が共に時間と音の響き，そして喜びをわかち

合 う機会 とならなければなりません。

子供は３歳にならなくとも読み方を覚えることが

できるという人 もいるで しょう。ごくわずかの子供

たちにとっては可能なことかもしれません。危険は

教える側にあるのです。母親は子供への愛と容認を
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本と子供と両親

子供自身にではな く，子供がどれだけ学んでいるか

ということに置いている場合が多いのです。 これは

条件つきの愛 と呼ばれ， 「私のために勉強 して くれ

るなら，あなたを愛 しましょう」と言っているよう

なものです。イエスが人々の親切へのお返 しとして

愛を示 されるようなことがなか ったように，私たち

もそのようにすべきではありません。

情緒的な面での成長に欠かせない子供の自信は，

生まれて４年目位でそこなわれもし，大きくもなり

ます。子供の将来の教育に熱中する多 くの親は，子

供をあまりにも早 くから実力を越えた勉強につかせ

ようとします。

根本的な読書方法を学んだ子供は， （方法は別 と

して）次にその国の言葉で書かれた文学に親 しむ こ

とが大切です。読み方を覚えても，宿題のためだけ．

に読書するのは喜ば しいことではありません。また

読書法を学んでも，文学の内容の重要性を無視 して

言葉を軽べつするような話の中から，子供たちにあ

らか じめ決められた一連の技術を教えるある 「読書

法」に今 日見受けられる誤まった言葉だけを読むの

では意味がありません。あらゆるすぐれた文学の中

に，また最高の児童文学の中には，心を呼びさます

もの，文学に代わるものとして子供たちに言葉の曲

芸をさせる人々には受け入れ られない方法で，子供

や大人を他の人々の生活や考えに加わ らせる何かが

あります。

ジョージ ・デュラントの 「天か らの贈物」の記事

に，現在ベ トナムで捕虜 となっている空軍の １パイ

ロットが，捕われの身 となって３５ヵ月後に許可 され

た家族あての数行の手紙の中で，妻に勉学にいそし

むようにと勧めているのがありました。私は彼の次

の言葉に心を打たれたのです。 「マージ，大学のク

ラスは楽 しいかね。児童文学，芸術，音楽鑑賞… ・・

をよく勉強するように……」

私は，１９７１年 ２月２８日，ボンネビルステーキ部の

四半期大会で，エズラ ・タフト・ベンソン長老の言

われたことをはっきり覚えています。彼は大会に出

席 したすべての人々に，家族に積極的に入 っていく

ように，そしてそれは主として親の責任であると言

、

いました。それがデビド・０ ・マッケ・ｆ大管長がこ

の世において主な目的 としたもので した。ハロル ド

・Ｂ ・リー副管長 もまた，家庭を生活の質が向上さ

れる場 として教会の組織よりも上に置いて，そのこ

とを述べています。 「私は，現在において もまた過

去においても教会には選ぶ権利は与えられていない

と思う。 しか し，家庭にその神聖な使命を遂行する

よう援助を与え，また末 日聖徒の家庭生活を向上さ

せるうえでさらに何かをなす権利は持 っている……

多 くのプログラムや組織を通 じての働 きと同じよう

にこれ ら教会か らの働きかけも大切ではあるが家庭

にとって代わるようであってはな らない。家庭を助

けるべきである。」（聖徒の道１９７１年 ８月号 Ｐ．２３７）

子供たちのための文学プログラムを計画 している

学校はほとんどないことか らも，両親 （ほとんど教

育を受けていない人々でさえ）はそれぞれ，自分の

子供に自国語の文学を紹介する責任があることを自

覚 しなければなりません。それには，思い出深い適

当な児童文学を両親 と一緒にあるいは子供と一緒に

読んで家庭の夕べを始め，あるいは閉 じることほど

すばらしい方法はないと思います。家庭の大小にか

かわらず，夕食時は子供たちに本を読んであげる絶

好の場 となり得ます。豊かな愛とあわれみの気持，

主の持 ちたもう美徳は，心に語 りかける文学の中に

啓発されるに違いありません。なぜなら，知識でよ

く把握できないことでも心では悟 ることができるか

らです。詩，俳句，民話，小説などの文学は子供に

自分自身の動機づけと他の人々の行ないを理解させ

物事を見る違った目を貸 し与え，そして自分自身と

友人を新 しい光の中で見れるように して くれるので

す。

完全な愛は，私たちのほとんどがこの短い人生で

楽 しむようなことではな く，感情 と知識を要求 しま

す。文学に親 しむことによって読者は，自分の乏 し

い可能性を超越 した世界へと入り込むのです。

ランドー博士は，１９５５年にニューヨーク大学において

博士課程を修め，ユタ大学の児童の発達および児童文

学教授を務めている。

現在は，日曜学校中央管理会で鋤いている。



Ｐ

レ

宣教師の思い出

いなかのウイットニーワー ド部は，

若者 とすばらしい宣教師活動を愛する

監督にめぐまれていました。彼 らの興

味をそそる手段として，この監督は伝

道を終えて もどってきた宣教師ひとり

ひとりに日曜学校では子供のために簡

単な伝道の報告をさせ，また聖餐会で

は くわ しい話をしてもらうことにしま

した。宣教師たちがよく伝道中の くる

しいことを くわしく話 したあとで結論

として言 う，伝道中がいかに人生の最

も幸福な２年間となるかを理解するの

はときどきむずか しいことで したが，

子供たちは 「伝道に出たい」 という小

さい時からの希望にか られ た の で し

た。

「お父さん，祝福師の祝福は何才に

なったら受けられるの ？」と，私はア

ロン神権の若者のころ，日曜学校の終

わったある朝父にたずねました。この

質問は２人の宣教師の話を聞いて心に

うかんできたもので した。父は私にべ

つにきめ られた年令はないが，その祝

福の意味がよくわかる年令になる必要

があること，またもちろんそれにふさ

わ しくならなければならないと言いま

した。

私は父に私がほんとうに受けるにふ

さわしいと思っているかどうかたずね

ました。すると父はそう思 っ て い る

が，それは監督さんの言われることで

私の言 うことではないと言いました。

「祝福師の祝福を受けるために推せん

状をいただけるかどうか監督さんにた

ずねてみてはどうかね。」父は私 にそ

う提案 しま した。

私はこのことを実行 しました。礼拝

堂の片すみで慎重に， しか も簡単な面

接を受けたあと （というのは５，６０年

前にはほとんどの教会には監督室がな

かったか らです）監督はサインした推

せん状を くださいました。

私がそれを父に見せたとき，父は背

の高い白髪の人をさして言いました。

「ステーキ部の祝福師のダレイ兄弟が

きょうここに訪問されているんだよ。

彼におまえの推せん状を見せていつ祝

福をうけられるかたずねてみてはどう

だ」といいました。

祝福師は片手を私の肩において言い

ました。 「もし君が私 といっしょに義

弟のウインワー ド兄弟の家まで来てく

れればきょうす ぐに祝福をさずけまし

ょう。」

私はこの信仰の厚い人と腕を組みな

がら通 りを歩いて行き，農家につきま

した。特別な場合に使う応接室で，ウ

インワー ド兄弟を筆記者として，この

すばらしい祝福師は手を私の頭の上 に

おき，私の祈 りにはっきりとした答え

をくださったのです。 もし私が忠実で

あるなら，みだれた世の中に悔い改め

をさけぶために，いろいろな国々に伝

道に召されるであろうと祝福 して下 さ

いま した。その祝福の中で成 されたさ

まざまな約束が成就 されるであろうと

いう確信 と幸福な気持に満たされ，私

は家に帰 る間，空気の上を歩いている

ようで した。私は家につくと，家族に

このうれしい知 らせを伝えました。

しかし私の約束 された祝福が成就す

る前に，家族全体に豊かな祝福が もた

らされたのです。それは何年 も前のこ

とですが，いなかのワー ド部で午後 ２

時か ら聖餐会が開かれていた時のこと

です。私たちはたいていいつも家族全

員が乗れる白い屋根のついた馬車で聖

餐会に行っていま した。 しかしそのこ

ろ多 くの流行病 といわれる病気があっ

たために，両親は子供たちをおいて聖

餐会に出席するように言われていまし

た。そして父と母だけが一頭立ての馬

車にのって出かけて行きました。

両親が聖餐会か ら帰ってきたとき，

私たちは前にまった く見たこともない

ような様子を目にしました。父も母 も

同時に泣 きだしたのです。私はいちば

ん年上だったので， どうしたのかをた

ずねました。母は何で もないと言って

私たちを安心させようとしました。

「それならどうしてないているの」

と私たちはたずねま した。

すると母は 「家に入ってそのことを

全部 くわしく話 しましょう」 と言いま
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した。

私た ちが居間 にあ る古い ソファーの

まわ りに集 まると，両親は涙のわけを

説 明 して くれ ま した。

聖餐会が終わ った時，いなかの店が

郵便物 を受 けとろ うと して いる農夫の

ために しば らくの間開かれた のです。

とい うのは郵便局が そのお店 の中 にあ

ったか らで した。当時 いなか では郵便

物の配達 は して くれませ んで した。 そ

のため 日曜 日にわず かの間お店が開か

れ，農夫た ちが郵便 局までわ ざわざ出

か けな くて もよい ように していたので

した。

父 と母 は聖餐会が終わ って家に帰 る

途 中，郵便物を受 けとるため にその店

に立 ちよりま した。父が馬車をは しら

せ，母 が封筒 をあけ ると， そ こ に は

Ｂｏｘ Ｂか らの手紙が入 っていま した。

それは父が伝道 に出 るよ うに とい う召

しの知 らせ で した。 当時 はだれ も伝道

に出れ るか どうか，準備 はで きてい る

か どうか， また喜 んで行 きたいか どう

か などとは聞かれなか’ったのです。監

督 には知 らされていて も，伝道の召 し

は予告 な しにや って来ま した。

母 はお父 さんが伝道の業を なすにふ

さわ しい人 と して召 され たので うれ し

く， また感謝 の気持で いっ ぱ い だ っ

た。 と言 いま した。 父はこ う説明 しま

した。 「私 た ちが泣 いたのは伝道 に出

るとい うのが， ２年 間離 ればなれ にな

ることを意味 していたか らなんだ。 お

父 さんは，結婚 してか ら ２日以上離れ

て生活 したことは まった く な い ん だ

よ。 それ は囲 いをす るため に峡谷へ行

った とき と，油井や ぐらの材木を求 め
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に行 ったときだけなんだ よ。」

父 は家 に母 と ７人 の子供た ちをおい

て伝道 に出ま した。伝道 に出か けて ４

ヵ月後 に ８人 目の子供 が生 ま れ ま し

た。私 た ちの小さな農場 は，伝道資金

を得 るために売 られて しま っていたの

で，一家は広い農場 か ら穀物 の畑 の小

作 に うつ りま した。わた したち子供 は

母 の日々のはげま しや父か らの祝福 の

手紙 に元気づ け られて，毎 日家畜 や干

し草 や牧場 の世話 を しま した。

それは とて もつ らい ことで したが，

報 いあ る２年間で した。私 たちは母の

口か ら不平 な どいちど も聞 いた ことが

あ りませ んで した。母 と父 とよ く歌 っ

た歌 を仕 事を しなカ ら歌 っ て い ま し

た。父か らの手紙 はアイオ ワ州 のデ４’

ブンポー ドやイ リノイ州 のスプ リング

フ ィール ドやシカゴまた アイオ ワ州の

シーダーラ ピッドか らとどきま した。

家族 の祈 りや一致 と共 に， これ らの

手紙 は，私 たちの家族 に決 してな くな

ることのない伝道の精神を もた らして

くれま した。後 に ７人の息子た ちは皆

伝道 に出ま した。

何年か後，私 は母の枕 元で伝道 に出

かけ る５番 目の息子 に彼女が こ う言 っ

てい るのを聞きま した。 「ジ ョージ，

たとえ家 に何が おこって も伝 道を続け

て，最後 まできちんとや り終 えて来て

ち ょうだい。」

数週 間後，大管長会か ら南部諸州伝

道部の リグ ラン ド・リチ ャーズ伝道部

長 の ところに母 が亡 くなったという電

報が とどきま した。それか ら１年後，父

が亡 くな った とい う電報 が来 ま した。

しか し母の望みや家の伝 道精神 に忠実

に， ジ ョージは最後 まで伝道 を続 けま

した。残 された短い遣書の中には， わ

ずかで はあるが財産をは じめに ２人の

まだ小 さい小供た ちの伝道に使 うよ う

にとい うただ し書 きが ありま した。

若 い とき１２人 もの兄弟や姉妹が伝道

に出 るのを助 けたことの ある父は，亡

くな った時著名 な市民 や州 の上院議員

や教 会の会員 以外 の人 か らもこのよ う

に言 われたほ どで した。 「皆 さん， き

ょうわれわれは この カ ッシュ盆地で，

最 もすば らしい影響 を与 えて くれ た方

をｉ葬 りま した 。」

私 たち！１人の子供は， ことばや行 な

いを通 して模範 によって主 の偉 大な伝

道 の召 しに常 に忠実で あった両親 に，

どんなに感謝 して いることで しょう。
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絵 ：デ ール ・キル ボ ー ン

灰色がかった失望の影が，暗 くなっ

た道を ２人の長老 と共に家路へ急 ぐカ

ールを包みこんでいた。彼はこの２入

の長老からバプテスマを受け，教会の

会員としての確認を受けたばか りであ

った。彼は教会が人間の考えによって

できたものかあるいは本当に主により

設立 されたものかを知ることができる

ように祈 っていた。そして彼はエルベ

川の水を くぐって出て来た時には視界

が開け，理解力が増す ものと信 じてい

たのだった。 しか し夜はまだ暗 く，空

は黒かった。そこには何の変化もなか

った。

３人が共に暗い道を通って家に戻っ

て来た時，話は神権の権能 に集 中 し

た。長老の １人は ドイツ語を話 し， ド

イツ語 しか知 らないカールと英語 しか

できない同僚の長老の通訳 を つ とめ

た．ところが突然，通訳の必要がな く

護遡
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なったのであ る。 しば ら くの間，長老

は ２人共 カールの質問 と意 見 を 理 解

し， カール は彼 らの答えを ドイツ語 で

も英語 で も理解で きたのであ る。

今や ガール は，バ プテスマの時の祈

りが答 え られた と感 じた。長老た ちは

この不思議 な経験が彼 らにとって特 別

な祝福 であることを知 ったが， カール

のバプテスマが教会 のすべての人々に

とって大 きな祝福 となるであ ろうとは

考 え も及 ばなか った。

カール ・Ｇ ・メーザ ー博士がバ プテ

スマを受 けたのは２７歳の時で， ドリス

デ ンのブデイ ック ・アカデ ミーの教頭

を．していた時で ある。彼 は優秀な生徒

で あ り教師で あった。彼が最初に モル

モ ン教会 を知 ったの は， 当時出まわ っ

ていた， その教 えを嘲弄 したパ ンフレ

ッ トを通 してで あった。彼は教会がな

ぜ人 々か らその ような憎 しみをか って

いるのか不思議 に思 い， もっと詳 しく

調べ てみよ うと決心 したのであ る。

当時， ドリスデンの近辺に モル モン

はだれ もいなか ったが， カールは偶然

に もデンマークに宣教師がい ることを

知 った。彼 はそ この伝道部 長に手紙 を

書 いて資料を請求 し，パ ンフレッ トや

本を入手 したのであ った。 ていねいに

それ らの資料を読 んでい くうちに彼は

教会 の教 えに興味を持 ち始め， ドリス

デ ンに宣教師 を送 って教会の説明を し

て くれ るよ うに頼 んだ。 それか ら２カ

月後 の１８５５年１０月， カール は ドイ ツの

その地域で最初 の教会員 とな ったので

あ る。

それか ら２１年後 の１８７６年の春，すで

に アメ リカに移住 していたメーザ ー博

士 が， ソル トレーク市 の第２０ワー ド部

校舎 で教 えてい る時， その建物が爆破

された。その ことをブ リガム ・ヤング

大管長 に報 告 し， カールは学校 を閉鎖

しな くてはな らない と告 げた。

「あなたの言 う通 り閉鎖 しなけれ ば

な りません， メーザ ー兄 弟。 あなたに

は別の使命があ るのですか ら。」こうヤ

ング大管長 は答 えた。 こう して， カー

ル ・Ｇ ・メーザ ーはユ タ州 のプ ロボに

ブ リガム ・ヤング大学を創立 す るよ う

にとの召 しを受 けたのであ った。

のちに， メーザ ー博士 は全末 日聖徒

の学校の総長 とな った。

バ プテスマを受けたあの暗い夜， カ

ール は人々 と福 音 に対す る 自 分 の 愛

が，接す るすべての人 々の視 界を広 げ

明 る くす るとは思 って もみなか った。

この世を去 ってすで に７０年以上 もたっ

て いなが ら，彼 の影響 は今 なお教会中

に見 られ る。

彼の生徒 の子供 や孫 た ちは， この偉

大 な教師の残 した言葉 を覚 え，今 日引

用 して いる。その最 も有 名な言葉 の中

に次の ような ものがあ る。 「何 をなす

とも，何 も しない ことがあ ってはな ら

な い。」「あ りのままの 自分で あれ， し

か し常 によ り良 い 自分 であれ 。」
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ヤ コ ブ
メ イプ ル ・ジ ョー ンズ ・ガ ボ ッ トによ る モル モ ン経 物 語

絵 ：ゲ ー リー ・カ ッ プ

男の子 には英雄 と して尊敬す る人がいて，いつ もその人の

よ うにな りたいと思 って いる ものです。 ヤコブは，おにい さ

んのニーフ ァ・イを：尊敬 して いま した。 そ して， ニー ファイに

従 って荒野 を横切 り，大海をわた りま した。 ニーファイは，

ヤ コブにと ってす ば らしい英雄だ った にちがい ありません。

ヤ コブは，両親 やおにいさんた ちの ように，エルサ レムで

の豊 かな，何不 自由ない生活 を知 りませんで した。エルサ レ

ムを出てか ら，荒野 の中 で リーハ イとサライアの間 にで きた

子供 だか らです。 ですか ら，大海へ の長 い，苦 しい旅の間，

家 とい った ら天幕 だけで した。

ヤコブはお腹 がすいてつか れて きま した。彼 はその よ うな

時は， おにい さんのニー ファイが家族 のために食べ物を とっ

て きて くれ るのを知 っていま した。 ニーフ ァイが レーマンと

レ ミュエルの怒 りを英雄 的な言葉 で話 して しず めるのを見ま

した。

．ヤコブはまだ若 か ったのですが， お父 さんの リーハイは年

老 いていま した。 リーハイは父親 としての祝福 をほどこすた

あ に息子た ちを よび よせま した。 かれ に息子 たちに 「義 のよ

ろいを着な さい」 といい，ヤ コブに 「荒野 で最初 に生 まれた

私 の子 ヤコブよ。汝は神 の広 大な ことを知 っている…… …ま

た汝 は若い時 にすで にあがない主 の栄光 を見 たか ら幸福 であ

る」 といい ま した。お にい さんのニー ファ・ｆのよ うにヤ コブ

も，荒 々 しい レーマンとレ ミュエルの ことでひ ど く悲 しみ苦

しみま した。かれ らはひξ く腹を立 で，よ こしまだ ったので

刊 フ ・イを殺 そ うと瀬 し却 た・主 は二一 フ・イに警告

を与 え，主 に仕 えた いと思 うすべての人々を連 れてす ぐに荒

野入 のがれ なさいといわれ ま した。

ヤ コブはおにいさんのニーファイと彼に従 うすべての人 々

とともにいきま した。かれ らは何 日間 も旅 を しま した。 そ し

てかれ らが とどま った場所を ニーファイとよび，その後 その

人 々は二」フ ァイの民 と して知 られ るよ うにな りま した。ニ

ーファイの助 けで， ヤ コブは家を建て ることを学び，そ して

かれはニ ーファイが神殿 をたてるのを助 けま した。 二」ファ

イは ヤコブ と年 下の ヨセブを人 々の祭 司，教師 と して聖別 し

ま した。 ヤコプは来 られ るはずのイエス ・キ リス トについて

人々 に教えま した。．

さて， シュ レムとい う名前 の人 がニーフ ァイの民 の中 にや

って きま した。かれはた くみに話 し， 多 くのおせ じやはなや

か にか ざ り立てた言葉を使いま した。 シェレムはまた多 くの

真実 でないこ とを語 り， イエスに対す るヤコブの信仰や証を

滅 ぼそ うとしま した。

シェレムはヤ コブの所 に行 きこういい ま した。 「私 は汝が

方 々をめ ぐって，汝 の言 う福音， もしくはキ リス トの教 義 と

言 う教 えを宣べ伝 えて お られ る由を承知 してお る。汝はモー

セの律法 を変 えて汝 の言 う何百年か後 に くるはずの一人 の方

を礼拝 してい る。従 って私 シ ュレムは，汝の教えは神をけが

してい ると断言す る」。

ヤ コブは主 のれ いか んを うけて シ ュレムにたずねま した。

「聖 文を信ず るか」。

シェレムが信 じると答 えると， ヤコブは続 けて話 しま した

「それな らば汝 は聖文 の意味が解 ってい ない。何故 な らば聖

文は確にキ リス トの ことを証明 して いるか らで ある。それば

か りでな く，私 は見た こども聞 いた こと もあ り， また聖霊の

力に よって教 えて見せ ていただいた」。

シュレムは， 「そ うであ るな らば， そのよ うに多 くの こと

を汝に教 えたその聖霊 と言 うものの力 によって，私に しる し

を一つ見せて もらいたい」 とたずねま した。

す るとヤコブは答 えていいま した。 「どう して しる しを汝

に見せたまえ とい うことができよ うか。汝 はこれ ちの ことを

真理だ と知 りなが ら悪魔 の仲 間にな って いるか ら真理を否定

す る。 しか しなが ら，私 の心 は どうであ って も， ただ神が も

し汝を うち破 ろうと思 いた もうな らば， これがすなわ ち神が

天 に も地 にも権能 を持 ちた もうことと， キ リス トが降臨 ．した

もうたはずで あることを汝 に証 明す るしるしにな る の で あ

る。」

ヤ コブが これ らのことを話す と，主 の力が シュレムを打 ち

彼 はたおれて しまいま した。それか ら何 日か た って，かれ は

すべ ての人々 に彼 の前 に集ま るようにたのみま した。 とい う

のはかれ は もうじき自分が死ぬ と思 って，まず人 々に話 した

い と思 ったか らで した。

シュレムは， 自分が悪魔の力 によ りだま されていた ことを

人 々には っき りといいま した。

「私 は神 に うそをいい
， キ リス トを否定 したか らおそれ て

い る」 とかれはいいま した。

す ると集 ま っていた人 々は， シ ュレムの言葉を きいてび っ

くり しま した。 間 もな ぐしてシ ュレムは死 にま した。

それか らそれ らの人 々はヤ コブの もとにか え り，神 の平和

と愛が再び人々の間．に取 りもどされ たので した。．
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ノーヴーの暖か く住み心地の よい家をはなれたあ と， 開拓

者 たちの最初 のキ ャンプ地 はシュガー クリークで した。 ２週

間 しない うちにそこは 「西部へ」旅立 つ前 にブ リガ ム ・ヤ ン

グか らの指示 を待 って いる ５千人 もの人々でい っぱいにな っ

て しまいま じた。

トミー とべ ッツ ィーにとってそ こは町の中に住 んでい るよ

うで した。 テ ン トや幌馬車が ノーヴーにいた時の家 々のよ う

に道路 にそ って な らんで いたか らです。それぞれの間にあ る

す き間は， ふぶ きか ら守 るた めにかん木で屋根 のよ うにおお

われていま した。 そ こは食事 の準備の場所 とな り，子 どもた

ちの遊 び場 とな りま した。

キ ャンプの中央 には，公園 のような大 きい四角の広場 がで

きま した。 その一方 の側 のおおいのある幌馬車 に トミーとべ

ッツィーが住 んでいま した。 ２人 は馬車の中か ら広場 に もえ

てい る火 を見 た り， あたたまろうと して火のそばに立 ってい

る人々を，・昼，夜 いつで も見 ることがで きま した。

あ る朝早 く， トミーは広場 の中央 に幌馬車 にの ってい るブ

リガ ム ・ヤ ング大管長 を見 ま した。そのあ とす ぐ 「イス ラエ

ルの一行 よ，聞 きたま え」とい うかれの 巨大 なた いほ うの よう

な声が キ ャンプ中 にとどろきま した。 トミーは，数分 もしな

い うちにキャ ンプ中 の人 々が， ブ リガ ム ・ヤング大 管長 のい

うことを聞 くために広場へ出て行 くことを知 っていま した。

「西部 へ出発す る知 らせだ といいんだけ ど」 と トミーがい

いま した。

「そ うだ といいわね」 とお母 さん もいい ま した
。

しか しブ リガ ム ・ヤ ング大管長 は西部へ行 くことについて

何 も言いませんで した。 そのかわ りに， この ２， ３ 日 間 で

８００人 の人々が １週 間分 に も満たない ような 食料をたず さえ

て シュガーク リー クについたが，食物 のある人 々はこまって

い る人た ちにい くらか分けてあげ るよ うにたのみ ま した。

．．そして聖徒た ちが これをす るな らば
，主 は必要 とす る食物

を全部彼 らに恵んで下 さると， ブ リガ ム ・ヤング大管長 は

や くそ くしま した。

ヤング大管長は，男の人 たちに北 や南 の町へ行 き，道路や

橋，へ いを作 る仕事を見つけ るよ うに， そ してほ うしゅうを

食物で もらうよ うにいい ました。 また羽 ぶ とん， 時 計， さ

ら， シ ョール，銀食器，家具 を とうもろ こしや麦 と交換す る

よ うにといい ま した。

また彼が子供た ちに，食物 と交換す る １ブ ッシェル と半 ブ

ッシェル のか ごをあむために，小川 の岸か らヤナギ をあつめ

て手助 けがで きると言 った とき， トミー とべ ッツ ィーはと く

にうれ しく思いま した。

ブ リガム ・ヤングが 「アーメ ン」 といい終 わる とす ぐ， ま

た人 々が話 した り，動 きまわ らない うちに，遠 くにかねの音

が き こえま した。

「ノーヴー神殿のかねだ よ」 と トミーはべ ッツ ィーにささ

や きま した。 そのかね の音 はま るで予言者 の話 に対 して主が ．

「アーメン」 といわれた ように きこえたのです
。心静か に ト

ミーはブ リガム ・ヤング大管長が 自分にや って欲 しい と思 う

ことはなんで もや ろうと心 に誓いま した。

集会が終わ ると， トミーのお父 さんは，家族 を 自分 のまわ

りに集 めてこ ういいま した。 「長い旅 が始 ま っているが， そ

の旅 がど こで終わ るのか もはっき りしていない。ただ主 が私

たちをそ こに導 いて くだ さるとい うことしかわか ら な い の

だ。 そ して持 って いる もの は全部持 ってい くとい うことと。

問題 は，困 ま って いる入々 に食物を あげ るか， あ るいは食物
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をためておいて安心で きるように してお くのがいいかだ」 と

いいま した。

トミーは心静か にや くそ くしたことを思い出 して い ま し

た。 「ブ リガ ム ・ヤング大管長 は分 け与 えるようにたのんだ

よ。 それは，主が ぼ くたちにそ うす るようにのぞまれてい る

ことだ と思 うよ。」

「私 たちが必要 なとき
，主は もっとた くさん得 られ るよ う

に助 けて下 さ るわ」 とべ ッツ ィー もいいま した。

お父 さんはほほえみ なが ら言 いま した。 「おまえた ちがそ

のよ うに考 えて くれ るので うれ しい よ。聖徒 た ちが食物 も持

たず に ここに くるのをせ めて はいけない。みんな春 まで ノー

ヴーを出 るとは思 わなか ったので食物を用意 していなか った

んだか らね。 ある人 たちは食物や必要 品を買 うお金 を持 って

いたが， ほ とんどの人 はお金を持 っていなか った。 それで農

場 や家 と他 の物 を交換 したのだ よ。た とえばジ ョンソ ン兄弟

は，家 をおおいのある幌馬車 と牛の くび きだけ と交換 したの

だ。彼 らは食物 を買 うお金 もな くて，あ るものだけを持 って

きて， それ も２， ３日の うちにな くなって しま っ た の だ ろ

う。」 とお父 さんはいいま した。

「かれは食物 をか うため仕事を見つけに近 くの町まで行’く

のよ」 とお母 さんが いいま した。

「お父 さん も行 くの」 と トミーはたずねま した
。

「そ うだよ
。 ジ ョンソン兄弟 とお父 さんは一緒 に 行 く ん

だ。朝立 つか らね。」

「私 の銀 のスプーンを持 って いって くだ さい
。草 がはえ始

めるまで動物 たちが生 きのびて強 くな るように， それ と荷馬

車 １台分 のとう もろこ しと 交換 して きて下 さい ，」 と お母 さ

んはいいま した。

「私 た ちの羽ぶ とん も持 ってい っていいわ
。 だれかほ しい

人が いると思 うわ 。」 と べ ッツ ィー も いいま した。

す ると トミー も， 「ヤング大 管長 がぼ くた ちにたのまれ た

よ うに，小川の岸 にあ るヤナギを集 めてか ごをあ もうよ」 と

いいま した。

み んなが お互い に話 にむ ちゅうにな っていたので，荷馬車

の外 にジ ョンソン姉妹が立 ってい るのをだれ もきづきませ ん

で した。 「私の シ ョール とおばあ さんが くれ た小 さなさと う

入れ ももって行 って くだ さい」 と彼女 が静 かな声 でいった の

で，み んなはおどろきま した。

荷馬車か ら品物を持 って きた とき，彼女 はたおれ るか のよ

うによろめきま した。お父 さんは荷 馬車 か らとびお りて彼女

を助 け 「病気ですか」 とたずねま した。

「いいえ
， おなかがすいてい るんです。私 たちは ２日間 な

に もたべて ませんか ら」 と彼女 は答 えま した。

お母 さんは， ジ ョンソン姉妹 を急 いでねかせ ま した。 「あ

たたか いおかゆを作 る間， この カタパ ンを食 べて ．い て ．下 さ

い」 といいま した。

そのあと トミーとべ ッツィー とお父 さんはジ ョンソ ン姉妹

を荷馬車 まで送 って行 きま した。 トミーは じゃが い も， お父

さんは小麦粉，ベ ッツィーは ミル クおけを持 って。

彼女 は ミル クお けをは こびなが ら， ノーブーに残 してきた

子 ねこのことを思 い出 しま した。心 の中にお母 さんが たずね

るのが きこえま した。 「あなたが子 ね こを連 れて行 くために

お腹のす く人た ちがでて くるなんて， いやで しょ

う。」

、

諺

』

ノ
’

ベ ッツィーはほほえみなが ら静か

につぶや きま した。 「ええ， いやだ

わ。」そ して こ の時，

彼女 は確か に本気で そ

う言 ったのです。

螺
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若 者 と 伝 道 の 召 し
十二使徒 評議 員会会員

リグラン ド・リチャーズ長 老

、．謄 猫

少年時代を過ごした小さな田舎町のワー ド部での経験は，

私の生涯に大きな影響を与えた。

南部諸州での伝道から帰った ２人の人が，聖餐会で伝道の

話をした。彼 らは，伝道中財布 も袋 も持たずに旅をし，彼 ら

に夜の宿を喜んで提供する家族を見いだせない時には，戸外

で眠ることさえあった。

伝道中，彼 らは迫害に悩まされた。 このような状況のもと

で，彼 らはへ りくだ り，主が彼 らの必要を満たす友をどのよ

うに起こされたのか，多 くの経験を した。

これ ら２人の帰還宣教師の精神に私は感銘を受け，家に帰

るとひざまずいた。そ して，十分な年令になった時に伝道に

行 くにふさわ しい生活をさせたもうよう主に願 った の で あ

る。列車がソル トレーク市の駅を離れ るまで，私はこの特権

を持てるよう祈 り続 けた。そ して私はオランダへ送 られた。

愛する人々への私の最後の言葉は， 「きょうは生涯で最 も幸

福な日です」であった。

その伝道に出る前，当時大管長会の補佐であったアン トン

・Ｈ ・ラン ド副管長が我々宣教師と語 り合い，人々は我々を

愛す るで あろうと語 った。 さらに副管長 は言 った。 「あなた

がたの心を高ぶ らせた り，あなたがたが他 の人 々よ りもす ぐ

れて いるので愛 されてい ると思 ってはな りませ ん。 あなたが

たが もた らす もののために愛 され るのです」彼 が このように

述べた時，私は彼の言葉 の意 味をほ とん ど理解 することがで

きなか った。 しか し，伝 道か ら帰 る時 にそれを理解す ること

がで きた。

私は この世では再 びア ムステルダ ムの聖徒 たちの多 くに会

うことはない と思い，別 れを告げるために彼 らの もとを訪れ

た。その時，私 は愛 す る人 々の もとか らオ ランダへ行 った時

よりも一千倍程 の涙 を流 した。私 と同僚が最初 の宣教師 と し

てあ る家族の家 を訪 問 した時，小柄 なその家 の母親 は，涙を

ほほ につたわ らせ，エプ ロンにさえ落 と して， このように言

った。 「リチ ャーズ兄弟， シオ ンに行 く私 の娘 を数 ヵ月前 に

見送 った時はつ らか ったですわ。 （当時教会 はアメ リカに移

民す るよう聖徒た ちに勧 めていた。現在 それは行 なわれてい

ない 。） で も， あなたを見送 るのは もっとつ らいですわ。」そ

の時私 は， ラン ド副管長 が 「あなたが たが もた らす もののた

２２１



若者と伝道の召し

めに，人々 はあ参た炉たを愛す るで し ょう」 と言 った意味 を

理解 できた思 いが した。

私 は国の制服 を着て立 ってい る １人の兄弟を訪 問 した。彼

は私 の父 と して も十分 な年令で あった。彼はひざまづ き，私

の手 を とって握 りしめ， 口づ けを し，涙 で濡 らした。私 は再

び；・ラン ド副 管長が 「あなたがたが もた らす もののために，

人 々はあなたがたを愛す るで しょう」 と言 った意 味を理解 で

きた思 いが した。

その伝道 はこのよ うにす ば らしい経験であ った。そ こで，

帰 って 自分 のワー ド部 で話 を した時，私 は伝道中に このよ う

なすば らしい経験 を し， ほとんどいつ も主 と共に歩み，共 に

語 ったように思 うと聖徒たちに語った。また，私がその伝導

中に享受 した精神を保つことができるように，主が伝道にし

ばしば私を送 ってくださるよう望んでいると話 した。

主は私の言葉に応えてくださったようである。なぜなら，

教会のために４回の伝道を果たし，その内２つの伝道部を管

理 し，さらに多 くの伝道部を訪問する恵みを得たからである。

私の経験と宣教師たちとの交わりの結果，私は少年を立て，

彼を伝道に行かせずにはおきたくないという結論に達した。

我々は非常に多 く世に負うており，すばらしい福音の真理を

分かち合うために召されていると私は思 う。

はるか昔にさかのぼると，我々一人一人は教会員になるに

あたってある宣教師に恩があることを知るのである。私は，

ブリガム・ヤシグが私の祖父に福音を教えたこ・とを知った。

それであるか ら，ヤング大管長のいる所に行 く時，私は確か

に彼に感謝するであろう。 もし福音が我々にもたらされなけ

れば，私や家族や愛する人々における損失はどうであろう。

私は，すべての若者が伝道に出たいという望みを抱 くべき

であると思 う。我々が伝道の地で宣教師たちと共に集会を開

く時，多 くの宣教師は喜びの涙を流ず。そ して彼らはこのよ

うな言葉でその気持を述べる。「私たちは国にいた時，帰還宣

教師の伝道の報告を聞きました。彼 らはこの期間が生涯で最

も幸福な時であると言いました。私たちにはその言葉が信じ

られませんで したＱ「でも今はよくわか ります。」

東部のある若者が，アルぜンチンでの伝道の帰途，私の事

務所に立ち寄 った。彼は宣教師たちにその国の言葉を教える

ために６ヵ月間長 く過 ごした。私は彼が伝道に出る前に彼と

２２２

、

その両親を知 らて帆たので，’名前 で彼 を呼ぶ ことがで きた６

私 は彼 にこのよ うに言 っだ。「．「あなたは伝道 に出た ことで時 ．．

間 を無駄 に した と思 いますか。 もし出なければ，学業を終え

結婚 の準備をす ることがで きたで しょう。」

彼 は答 えた。 「もし兄弟た ちが私 を幸福 に したいとお思い

な ら， あす の朝私を飛行機 に乗せ て， アル ゼ ンチンに送 り返

して ください。」 その時， 彼 は故郷 で別れ た愛す る人 々にま

だ会 っていなか った。

私 は カナダの西北部で，以前 に軍務 に服 していた若 い宣教

師 に会 った。 これが彼の教育 と就職 を遅 らせている と思 った

ので，私 はそれ につ いて彼 に尋ねた。す ると彼 は言 った。

「世 の中のいか なる会社や組織 も
，伝 道に出 して くれ る こと

に勝 る支払 いはで きません 。」

５人 の人 々のためのバ プテスマ会の後， オ ランダのあ る宣

教 師は私 に言 った。 「私 は国にいた時， よい職 に就 き，行 き

たい時 にシ ョーやダ ンスに行 くことがで きました。 で も， こ

の ような経験 を世 の中 のシ ョーや ダンスすべて に替 えたい と

は思 いませ ん。」

少 し前 に，私 はア ラスカー ブ リテ ィッシュ ・コロンビア伝

道部長 と一緒 に旅行 した。高校生 である伝道部長の娘は，彼

女 の親友の １人を改宗 させ るのに成功 した。 そこで，彼 女は

父親 に，夏休みを伝 道地 で過 ごしたい と言 った６彼 は娘を姉

妹宣教師 と：一緒 に働 かせ るためア ンカレッジた送 った。伝道

部長 と私 は，１１名の人々がバプテスマを受 けるバプナスマ会

に出席す るためにそこに行 ったのであ る。彼 らの 内 の ９名

は， この娘 とそめ向僚の改宗者 であ った。彼女 は私 のところ

に来て， ほほに涙を伝わ らせなが．ら言 つた。 囁「リチ ャムズ兄

弟，生涯で これ ほど幸せな こと．はあ りませ んわ。」 １

オ レゴ ン州で，私 はある宣教師の伝道報 告を聞いた。教会

への改宗者 である彼 は次の ように言 った。 「私 は伝道 の経験

を百万 ドルの 小切手 に も替 え ることは しないで しょう。」私

は彼 の後 ろに座 って 自分 自身 に 「あなたはオ ランダの狭 い地

域 での伝道 を百万 ドルに替 えますか」 と問 うてみた。私 は，

主 の助 けを受 けて主 の教会 に連れ来 ることに成功 した家族を

数 えた。そ してその時，私 はこの世のすべての金 を もって し

て も教 会か ら彼 らを売 らないで あろうと考 えたのである。

私 が何年 も前 に南部諸州伝道部長 と して働いていた時， あ



る公式 の集会で １人 の宣教師が話を した。 その若者は， １９０

セ ンチ程 の背 たけで，かつてバ スケ ットボールの優勝 チー ム

でプ レーを して いた。 チームが優 勝戦 で勝 った時，選手 たち

は文字通 り肩を抱 き合 って喜 んだ。その集 会で彼 は こ⑱串 う，

に話 した。 「伝道 に来 るまで，その ことは生涯 で最夫 の経験

で した。 しか し，私 は福 音の回復 について証 を述べ るこのよ

うな夜 を， いままで行な ったいかな るバスケ ッ トの試合 に も 、

替 えた くありません 。」

私 はオース トラ リアでの伝 道を終 えた １．人 の孫 の手紙か ち

一文を書 き抜いた
。 「ここにおいては，事態 は実際非常 に低

下 しています。 しか し，私 は生涯 で これ ほど感動的で，興 味 ・．

深 く，幸福 な ことはあ りませ ん と，卒直 に申 しあ げ ら れ ま

す。主 は確 かに私 を 祝福 し一ζくださ って ！・ます 。」伝 道 に行 ，

く前 の中学校時代 には生徒会長 を し，高棟時代 にクラスで ミ

ス ターフッ トボールまた最優秀選手 に選ばれ， フ ット蚕 「ル ．

とバスケ ッ トボール ・チーム（ρ主将で あった ことを知 ると，

このよ うな証 はよ り一層意義深 い ものであ る。彼 はまた，全

教会 バスケ ッ トの優勝 チームの一員で もあ った。

私 が これ まで述べ たこのような気持 ちは，．主 のみ が宣教師

の心 の中に与 えた もうものであるｑ

十字架 の刑 の後，すべての造 られた ものに福音 を宣べ伝 え

るよ う世 に使徒 たちを送 った時，主 は言 われた。 「見 よ，わ

た しは世 の終 りまで，いつ もあなたがた と共 にい る の で あ

る。」 （マタイ２８：２０）そ して，すべての忠実 な宣教師 は，主

が その約束 を果た してお られ ることを証で きるので ある。

救い主の約束 の成就 を経験 して きた人 々は，昔の アル マの

言葉の意味を体得 す るのであ る。 「ああ私が天使 にな って私

の心の願いを達 す ることがで きた ら善 い ものを。私の願い と

は出て行 って神 の ラッパのよ うに地を震わせ る声で話 し，万

民 に悔改 めをすす め るこ とで ある。」 （アル マ２９：１）

ユ タ州 に来 たスカ ンジナビアの家族 についていつ も話 を し

ていた ヒーバー ・Ｊ ・グラ ン ト大管長の話に，若 し煩 ，私 は

深 い感銘 を受 けた。 その家族 は福音について多 くは教 え られ

ていなか った。彼 らが知 ｇていた ことは，それが真実 である

とい うことだ けであ つた。そ こで監督 は父親 の ところへ行 き

彼 に什分の一の律法を教えた。 す ると彼 は什分 の 一 を 払 っ

た。次 に，監督 は彼 に断食献金 の律法 を教 えた。す ると彼 は

断食献金を払った。次にある時，監督は教会堂の建築のため

の献金を依頼 した。彼はそれが什分の一から出されるべきだ

と思 らたが，十分な説明を受ける前に教会堂建築のために献

金を レた。次にある時，監督は伝道に行 くよう彼の息子を召

すために彼ゐところに行った。すると彼は言 った。 「そんな

ことはできっこありませんよ。息子を手離す ことはできませ

ん。彼はただ １人の子供ですよ。」 そこで監督は 「兄弟，あ

なたは家族以外でこの世の中でだれを最 も愛 していますか」

と尋ねた。彼は考えた後 「白夜の地に来て，主イエス ・キリ

ヌ トＱ福音を私に教えて くれた若いモルモンの宣教師を愛 し

て いると思います」 と言った。監督は尋ねた。 「兄弟あなた

が若いモルモンの長老を愛 しているようにだれかにあなたの

息子 さんを愛 してもらうには，どのようにすればよろしいで

し．ようか。」「監督，あなたのおっしゃる通りです。彼を連れ

て行 って ください。伝道の費用は出 します」というのが彼の

答えであった。

実際に天に宝をたくわえたければ，伝道に従事すること以

上によい方法はないと私は思う。改宗者は，この世の生涯に

渡って，また来るべき永遠を通 じて彼を愛するであろう。

．姓 におけ碩 嚥 嚇 鍔 やこの世の富で測る・とは

で きない。イエス は言われた。．「人 が全世界 を もうけて も，

自分の命を損 した ら，尊 ん．（餌坤 こなろ うか 。」 （マル コ ８ ：

３６）

「またほかの人 に
う 窯「ね施 しに従 って きなさい」 と言われ
エ ヨ ゴ

た。するとその人が書竃た， ぼ ず，父を葬 りに行かせて く

だ さい」。彼 に言われた，「その死人 を葬 ることは，死人 に任

せてお くがよい。 あなたは， 出て行 って神 の国を告げひ ろめ 「

なさい」。」 （ル カ ９ ：５９－６０）

その後，主 は行 こうと して お られたすべての地に七 十人 を

ふた りずつつかわ された６紅 「収獲 ぽ多 いが，働 き 入 が 少 な

ド　やサ ゐ

い。だから，収獲の主に顧鑑ぞ〆そめ収獲のために働 き人を
し 　く し 　 り

送り出すようにしてもらいなさ脇 ９・脚 １．・）

その当時雌 が多ければ・今鴫 ギ禅 ξ多いζ牛であう

う・か・このことカきらして・多 く噸 教師蝉 要鱗 恥 私は

すべての若者が伝道に出たいという望みを御 忌ざ ．き：だ と思

う。それは，他ではみいだせないほど，御父の王国とこの世

にあって有益な奉仕の生活を確立する基礎 となるであろう５

２乞３



第 １４１ 回 半 期 総 大 会 に お け る 説 教

これは リチ ャー ド ・Ｌ ・エバ ンズ長老 の最後の主た る説 教であ る。 エバ ンズ長老が この話を終えたの ち， 大管長会 ハ ロル ド

．Ｂ ●リー副管長 は
・話が若人 にとって，時 に適 した偉 大な説教 であ るとの評 を呈 した。 エバ ンズ長老がいかに深 く若人 を愛

していたかを知 ると， この説教で彼がまず若 い人 々に語 った と見 るのは妥 当で ある
。 そ して，彼の言葉 を聞いた人 々は，彼が

さしせ まった証 を述べて いるかの ように語 った ことを知 ってい るのである。多 くの点で， この説教 は傑作 である。 それ は来た

るべき長 い年月 の間生 き続 けるのみな らず， エバ ンズ長老 の意 図 した通 りに
，すなわ ち， 多 くの人生 を変 え ることで あろ う。

戒 め は書 き直 され るべ きか

十二使徒評議員会会員

リチ ャー ド ・Ｌ ・エバ ンズ長 老

最近 受けた興味 ある質 問と， これ ま

た興味深 い答 えを紹介 して話 を始 めよ

うと思 う。質 問は， 「あなた はいま し

めを書 き直すべ きだ と考 えませんか」

とい うものであ り， その答 えは 「いい

え，いま しめは読み直すべ きです」 と

い うものである。

これ は，基礎的な い くつかの事実に

ついて考 えさせ るよい問題であ る。す

２２４

なわ ち， ここに神のい ま しめがあ る。

いま しめは，神の もとか ら出た。歳月

の経験が いま しめの必要 を立 証 し，そ

れを無視す ることの結果 を も証 明 して

いる。

量れであ 弓のに， 合理化 していま し

めを捨 て去 ろうと努 め，不満 と不幸 と

悲 しみ と悲劇の中に人生 を送 るのはな

ぜか。

十戒か ら始め ることもよいであろ う

十戒を繰 り返 し読 み， それ らが本 当は

記 されてい るような意味 ではないと自

分に信 じこませる人生 は過 ごさないが

よい。

いま しめのある ものは， してはな ら

ない と言 う。 それが言 いたい ことであ

るな らば， それ は意図であ り，それに

は理 由が ある。



いま しめのあ るものは， これをせよ

と言 う。 そこにも理 由があ る の で あ

る。

いつか天の御父が我々にせよ と言 わ

れて いることと， してはな らない と言

われてい ることの表を作 るとお もしろ

いことであ ろう。両 親について も同様

であ り，医者について もそ うである。

福音の本質は これ，す なわち生 ける

御父がその子供 た ちに語 られ る勧告 で

ある， 「あなたは限 りない永遠 の可能

性を持 ってい る。また 自由 も持 ってい

る。それは，あなたの使 い方 しだいで

あ る。 これは， あなたが私 の助言 を聞

いた時にな り得 る ことである。 またこ

れは，聞かない時に起 きる こ と で あ

る。選 択はあなたの ものである」 と。

我 々は皆，毎 日選択 を行 なう。我々

は皆， 自分 の選択 の結果 を受 けね ばな

らない。

それは至極単純で ある。神が言われ

た事柄 をおろそか に しなが ら，奥 義 に

ついて，細か なことをあげつ らった り

言 いのがれ を した り議論 した り，神が

言 われて いない事柄 について思案 した

りす るのは，問題ではない。 いま しめ

や求め られてい ることに不平 を言 うの

をやめ，ただ事実をみつめたまえ。

創造 主 と我 々の御 父以外 のだれが，

大事な こと，大事 ではないこ とをすべ

て よ く知 ってい るのであろ うか。

幾世紀 を通 じて，賢人や哲学者，そ

の他 の人が それ らの質問 とと りくんで

きなが ら，彼 ら自身の間で一致 で きる

答 えは １つ も出 されていない。

私 は，学問 に，教 育，研究 に， また

誠実 な探究者た ちのな したす ば らしい

業績や研究 の成果 に大いなる尊敬 を払

う ものであ る。 しか し私 はまた，神の

み言葉 と，神 の予言者 たち，人生 の目

的 について も大 いなる：尊敬を抱 いてい

る。そ こで，我 々の信頼を どこに置 く

べ きかが問題 となるのであ る。

私 は恵 まれで， １５０近 くの国の最 も

有能 な人々，すなわ ち各派の宗教家，

弁護士， 医師，業績豊 かな人 々を知 っ

た。 しか し，私 は， 自分 の永遠 の生命

をあずけ るに足 るとい う人 に会 ったこ

とがない。

時々，人 は聖句 の意味 をあいまいに

し，正 当化 し，合理化 し，して はな らな

い とよ く承知 している ことを行 なう。

彼 らは このよ うに言 う， 「姦淫 して は

な らない」 とい うのは， その他の いろ

いろな不道徳 を含 んで はいない。た と

えば知恵 の言葉 に して も，人 にとって

良 くない ことが はっき りしてい るもの

や商 品，飲物，製品 などを全部言 って

はいない と。

明 らか に， それ らを全部あげ ること

はで きないで あろう。ベ ンジャ ミン王

の言葉 にある， 「終 りにのぞんで，私

は罪 を犯す手段をみなあげてお前 たち

に話す ことはで きない。罪を犯す手段

方法 はい ろい ろあ って，数えつ くす こ

とがで きないほ ど多いか らであ る。」

（モーサ ヤ ４ ：２９）

主は我々に，知恵 と常識 を用いて，

人の体 や心 や霊 や道徳 に良 くないとは

っきりわか ってい るものを，言 いのが

れ しないよ うに と期待 して お られ る。

何 かを した り，参加 した りす る前 に，

立 ち どま って正直 に尋 ねてみた まえ。

「これ は健康 に良 いか
。幸福 に結びつ

くか。神 を喜 ばせ ることか。 自分 と人

を益す ることか， あるい は自分を低 く

す る ものか。 それは良い ことか，悪 い

ことか」 と。

人が それを どう言お うと 関 係 は な

い。それが何か， 自分 は何 をす るのか

が問題であ る。 もしシェイクス ピアの

言葉 を真似 て言 うな ら，何 を何 と呼ぼ

うとそれはあるが ままの それであ り，

あなたがそれ を何 と呼ぼ うと，そのな

す ことは変わ りはな い。

もし，聖典 に道徳的な罪が皆 とがめ

られて いな いことをいぶか し く思 うな

らば，我々 はあなた に， すべての悪事

すべての汚れや堕落 した物事，すべて

清 くない こと， すべて愚 かな習慣，ふ

さわ し くない振舞ｉいをやめよという聖

句があ ると言 お う。

なぜ言 いのがれ をす るのか。 なぜ単

純 に事実 を受 け入 れ， 自分 に正直 にな

らないのか。

「……神 を恐れ
， その命令を守れ。

これはす べて の人 の本分で ある。」 （伝

道 １２：１３）

救 い主 は言 われ た， 「も しあ なたが

たが わた しを愛す るな らば，わた しの

いま しめを守 るべ きで ある。」 （ヨハ ネ

１４：１５）

しか しまた，我々はただ 自分の益 と

なるため にもい ま しめを守 るべ きであ

る。

何年 も前 に，エ マー ソンは 「つ ぐな

いと題す るエ ッセイを書 いた中で こう

述べてい る。

「世界は九々表 や方程式 のよ うに見

える。あなたがいかにひね くりまわ し

て も，それ 自体釣 りあ って いる。… …

秘 密はみな語 られ，罪 はみな罰せ ら

れ。徳 はみな報 われ，悪 はみ な矯正 さ

れ る。沈黙 の うちに， そ し て た しか

｝こｏ ・・一・・

原 因と結果，手段 と目標，種 と実は

過酷 とはな らない。結果ははや原 因の

中 に開花 してい るか らであ る。……実

は種 の中 に……。

あなたは何を持つのであろ う。神 は

のた もうた。代価を払 って取 り分 を取

れ。 ……汝，な しただけ ものを多か ら

ず少なか らず報 われるべ しと。 ……

人 は語 れず， 己れ を裁 くのみ。 ……

すべての考 えは， その主張者 に返 って

くる。 ……

あなたは悪 を被 らず して悪を行 な う

ことがで きない。 ……

盗人 は自分か ら盗む。詐欺 師は 自分

を欺 く。

… ・・代 価な しで得 るのは不可能 であ

る。……

罪を犯 してみよ。 それ は森 の中 にウ

ズ ラやキツ ネ， リス， モグラの跡をみ

な表 わす，土 に積 もる雪 の よ う で あ

２２５



る。 あなた は，手がゑ りを残 さぬよ う

にと口か ら出た言葉を呼び返す ことは

で きず，足跡 をぬ ぐい去 ることはで き

ず， は しごを引 きあげ ることはで きな

い。

……我 々は誘惑 に対抗す る力を得 て

いるｏ ……

人 は一生 を，欺かれ得 る愚かな迷信

の もとで送 る。 しか し……人 は己れ以

外 のだれ に も欺かれ る ことはで きな い

ー ’ ● ● 。 匿 」

私 は， エマー ソンと同様 の ことを述

べた短い言葉 を， リー副管長か ら聞 い

た ことがあ る。罪人 の成功者 はいない

と。 これ は，考 えてみ るべ きよい言葉

であ る。

つ ぐな いの律法 が人生 に築 き入れ ら

れ た時以来，我々 は常 に時間を とって

たちどま り， 自分のなす ことで きない

こと， また何 を したいかを見つめ，考

えるべ きで ある。

これ は若 い人 々に言 いた い。世には

神 のいま しめは役 に立 たず，被 って も

重大 な結果 は もた らさないと，言葉巧

みに言 う人 々がいる。

しか し， だれが真理 を語 って お り，

だれに従 うべ きかを知 る目 じる しが ほ

しいな らば， いつ もこう問 いなさい，

「この人 の言 ってい ること，私 にさせ

ようと してい ることは，私 に幸福 と平

安を もた ら し， より高 い司能性 へ と導

くものだ ろうか。それ とも私 を卑 しい

側へ導 くものだ ろうか。」

理想 をこわ し，い ましめを拒 み，あ

なたを低 い水準 に導 こうとす る人には

従 って はな らない。

私 は， いつか ヒュー ・Ｂ ・ブラウン

副管長 の質 問を聞いた ことが ある。そ

れは 「あなたは悔 い改 めたいですか，

それ とも正 当化 したいですか」 という

質問であ った。

クロムウェルの言葉 を引用 する と，

「私 はあなたにお願 いす る
。 ……あな

たが間違 うこともあ ると考えな さい。」

もし自分 の してい ることが 自分 を肉

２２６

体的，精 神的，道徳的に低 めてい るな

らば，あ るい は自分の平安 を乱 し，天

父か ら引 き離 し，永遠 の生 命を害 して

いるな らば， あなたは間違 ってい る。

ジ ョン ・ラスキンは 「高慢が大 きな

誤 ち，すべて の底 にあ る」 と言 った。

少 な くと も，高慢 は悔い改めを邪魔

す る大 きな障害物で ある。なぜな ら，

まず失敗 を認 めな くて は，誤 りを正 す

ことができないか らで ある。

神 が，愛す る若 い友だ ち， あなた方

を祝福 され， あなた方 と共 にい ま して

高慢 に打 ち勝 つ議題 を与 えたまい，誤

ちを認 め，正 す ことが できるように。

両 親を敬 いな さい。彼 らに信頼 しな

さい。 自分 自身 を尊 びなさい。神を敬

い，神の与えた もう知識 を重 ん じなさ

い。人生 を賭 けてはな らない。人生 は

我 々の持て るすべてであ る。

誘惑 に誘 われてはな らない。危険 や

悪 にどれだ け近づけ るか，絶壁 に どれ

だ け近 よれ るかを，愚かに も試 してみ

て はな らな い。 して はな らない こと，

行 って はな らない所，参加すべ きでは

ないことか らは，遠 ざか っ て い な さ

い。

そ して もし， あなたが袋小路や悪い

道 へ踏 み込 んだ として も，で きるだけ

早 く戻 って来 な さい。今す ぐに。 そ し

て神に，悔 い改 めの原則 を感謝 しな さ

いｏ

すでに知 っている ことを， あち こち

見 まわ しなが ら， 目的な く走 って はな

らない。現 代の誰弁 や誘惑 に従 って生

きて はな らない。体 を破壊 し，心 を低

める物事 にかかず らわ って は な ら な

い。故意 に，物的，精神的に 自分 の最

善 よ りも劣 る こと，汚れた清 くない こ

とを見 てはな らない。

両親 たちよ，子供 らの前 に正直 と誉

れ と，清 さと正義 と，義務へ の献身の

模範 を示 しな さい。

子供 たち よ，両親 を愛 し，敬 いなさ

い。彼 らはあなたに命 を与 えた人で あ

る。彼 らは，あなたのためな らば死ぬ

であ ろう。家族の人 よ，、愛 と親切 を も

って，家庭を維持 し， 互いを誇 りとし

家族の一員であ ることと， 自分 が今 あ

ることを感謝 で きる伝統 を築 いて，共

に近 くありな さい。

いま しめ は書 き直 され るべ きであろ

うか。 いや，そ うではない。いま しめ

は，我 々が健康 と幸福 と平 安， 自尊 の

心 を欲す るな らば，読 み直 され，我 々

の生活 の指標，標準 とな る べ き で あ

る。

私 は，何 ヵ月前か にあ る愛す るステ

ーキ部長 の語 った言葉を覚えてお り，

あ る思 いを心 に刻 まれた ことを感謝 し

ている。彼 は このよ うに言 った。 「私

は迷 った羊 や牛 をさが しに，父親 と馬

を並 べて出かけた ものです。 山の尾根

に登 って遠 くの洞穴 や木立を見わたす

と父は言 いま した，「あそ こにいる」。」

ステーキ部長 は続 けた， 「父 は私 よ り

遠 くを見 ることがで きま した。私 に見

えなか った こともよ くあ りま した。 し

か し私 は父がそ う言 ってい るので，羊

た ちが いるとわか りま した。」

愛す る兄弟姉妹，御 父がそ う言 われ

るので，私が知 り，あなた方 の知 って

’いる ことはた くさんあ る
。神 が生：きて

お られ，我 々を その形 にお 造 り に な

り，神 の御子，我々の救い主 をつかわ

して，我 々に人生の道を示 し，我 々を

死 よ り瞭 われた ことを，私 は知 ってい

る。私 は，我 々が受 け入れ るだ け神が

我 々の生活 に入 って こられ る こと，神

の教会，福音，生命 の道 が この地上 に

我 々と共にあ ること，我 々は神 の勧告

を受け入れ るな らば，最高 の可能性 を

実現で きること，そ して もしそのいま

しめに逆 らうな らば， 自分がなれ たは

ず の もの，持てたはずの ものを失 って

しま うことを知 って いる。神があなた

方 を祝福 し，常 にあなた方 と共にいま

す よ う， イエス ・キ リス トの御名によ

って祈 りたてまつる。 アーメン。



最近， ２人 の末 日聖徒 の青年 が訪 問

先 の町の通 りを歩いていま した。

「あ あ
， シュ ミッド兄弟。」２人 の う

ちの １入が，彼 らの方 に向か って歩 い

て来 る男の人に声をかけま した。 「こ

こで何を してい るんですか。」

２人 は非常 にうれ しそ うにあい さつ

を交わ し， もう １人の青年 は紹 介はさ

れ た ものの， ２人の会話に立 ち入 る余

地 はまった くない ようで した。彼 は じ

っと様子を見て いて， この ２人 が非 常

に親 しい間柄で あることがわか りま し

た。数分 して別れを告げ，その男の入

が去 って行 ってか ら ！人が相手に こう

尋 ねま した。「彼 は君 の監督か い。」そ

の青年 の答 えは こうで した。 「いや，

ぼ くの ホーム ・テ ィーチャー だ よ。」

では， あなた とあなたの ホー ム ・テ

ィーチ ャーはど うで しょうか。お互い

によ く知 って いるで しょうか。あなた

は 自分 のホーム ・テ ィーチャーがだれ

か わか りますか。 もしそうでないな ら

それ はだれ のせ いで しょうか。あなた

のせ いですか。 ホーム ・テ ィーチ ャー

のせ いですか。 それ とも ２人の責任 で

しょうか。

ホーム ・テ ィーチ ャーも含めて人 々

の中 には，相手 に気づか ってい ること

を 自分か ら知 らせ ようとす る人 々がい

ます。 また気づか っていて もその こと

を相手 にあま りは っきり表 わさないホ

ーム ・テ ィーチ ャーもいます
。 さ らに

気づか ってはいて もあえてその ことを

示そ うとしない人 々 もいます。

では，あなたは どれ にあてはまるで

し ょうか．私 た ちはみな自分か ら進 ん

で しょうとしなけれ ば，だれ と も友だ

ちになれず， まただれ に も助 けを得 ら

れないのです。

遺憾 なが ら，若者 の中 には 「立入 り

禁止」 と言 って， ホーム ・テ ィーチ ャ

ーが 自分 たちの生活に立 ち入 るのを拒

む人 々が います。

もしあなたが ホーム ・テ ィーチ ャー

の訪問 に関心を持 ち，熱意 を示 さなけ

れば同 じく 「立入 り禁止」 と言 って い

ることにな ります。

また もし教 会や他 の所で ホー ム ・テ

ィーチャーと会 って も，進 んで あいさ

つ しよ うとしなけれ ばそれ も 同 じ で

す。

あ るいはまた，教会で の話や 自分個

人 の問題な ど，彼 らが手助 けできる事

柄 にア ドバイスを求 めなけれ ば，彼 ら

に同 じように 「立入 り禁止」 と言 って

い ることにな るのです。

また，神権 によ る灌油 の儀式が必要

な時，家庭外 での助 けが必要 な時 に助

けを求 めなければそれ も同 じです。

そ してまた， ホーム ・テ ィーチ ャー

の知 らない事柄 を した りしなか った り

す ることに よって も 「立入 り禁止」 と

言 って いることにな るのです。

不幸 にも， ホーム ・テ ィーチ ャーを

自分た ちの生 活か ら遠 ざけている人 々

は，教会組 織の最 も大切 な要素 の １つ

を無視 してい るのです。 ホー ム ・テ ィ

ーチャーはあなた にとって主 の代理人

で あ り，教会だ けでな く監督 を代表す

る人々 なのです。

ホーム ・テ ィーチ ャーは，教会員 を

助 け祝福す るため に召 され任命 されま

した。ですか ら主は，私 た ちの手助 け

がで きるように彼 らを導 か れ る の で

す。それが大切 なのです。彼 らには手

助 けがで きそ うもない と思 うで しょう

が，その機 会 さえ与 えるな ら， つま り

彼 らをあなた方 の生活 に立 ち入 らせ さ

えす るな らば， あなた方 は自分 と教会

組 織のつなが りを強 くす るばか りか，

あなたのホー ム ・テ ィーチ ャーを も強

くす るのです。 あなた方 にはそうす る

責任 があるので はないで しょうか。

もし自分 のホーム ・テ ィーチャーが

だれ なのかわか らなけれ ば，す ぐに監

督か支部長 に聞 いて下 さい。 そ して彼

らの名前 と住所，電話番号な どを家の

掲示板 にはって お くか，手帳 に記 して

おいて下 さい。

もし彼 らを受 け入れ るな ら， ２人 の

ホーム ・テ ィーチ ャーはあなた方 の生

活 にかつてなか ったほ ど多 くの祝福 を

与えて くれ るで しょう。 そ してあなた

は ２人のすば らしい真 の友 を得 るので

す。 ２人 ものすば らしい真 の友人を必

要 としない人 に，私 はいまだかつて会

った ことはあ りませ ん。

あな た と

ホ ー ム ・

テ ィー チ ャ・一

神権 ホーム ・テ ィーチ ング

委員会幹 部書記

ジ ョー ジ ・デ ュ ラ ン ト

２２７



２２８

この記事は，教会の教義を教えるためではな

く，読者にとって参考となり何らかの助けを与

えるためのものである。

質 疑

撫 ．暑

応 答

１織

茎

「福音の標準と一致しない結果が起きそう

な場合，自分の才能を職業にいかすの にどの

ような態度をとるべきですか」

幸 いにも，現 在私 の仕 事では，与 え られ た任務 と

教会 の標準 の間 に矛盾を感 じた ことはあ りませ ん。

しか し，多 くの娯楽産業の場合はそ うではない こと

に気 づいて います。

私 がグループシンガーと して働 いていた時， よ く

テ レビや ラジオの コマーシャルで歌 うよう呼ばれま

した。私 はいつ もタバ コや酒類， お茶 の宣伝をす る

コマーシャル に呼ばれないよ うに と願 っ て い ま し

た。 そ して幸い にもその ような ことのために呼 ばれ

ないですみ ま した。 この職 業は非常 ｝ζ競争 が激 しく

与 え られ た仕事 をほとん ど しない者 は，す ぐに 「無

用 の者」 と考 え られて仕事ので きない ランクに数 え

られますが， た とえその ような ことがあ って も，私 ．

はそのよ うな類 のコマーシ ャル に出 ることを拒 んだ

だろ うと確信 して います。

１人 の神権者 として私 は， もし成人向 き映画 のた

め にあ るス タジオか ら音楽 の作製 を依頼 された ら，

その ような映画 の製作 や宣伝 のために，神か ら与え

られた才能 を貸 す ことは正 しくないと感 じます。そ

の ような フィル ムを見にゆ くことは正 しくないと思

い ます し， ま してそれを認 め るよ うな ことは した く

ありません。 リチ ャー ド ・Ｌ ・エバ ンズ長老 は次 の

ように言 ってお られ ます。 「悪 が存在 で きる理 由の

一部 は， それが もうけを もた らすよ うに見せか ける

か らで ある。 ……も し我々が人に良 くない ものを う

しろだて した り， ひいきにす るな ら， それが利 を占

めるのを助長 しはび こ らせ ることにな る。」

成人 向け映画 を見 ないことによって，私 は 自分の

活動分野 と教会 の標準の一致を保 って きま した。あ

る程度興味 ある音楽 を製作す る機 会を失 うか もしれ

ません。しか し，私 には， 自己 を改善す るこの世の時

間がほんのわず か しか ないように思われ るのです。

また，天 父な る神 は，我 々が福音を通 じて魂や霊性

に有害で あ ると知 った ものを，我 々の心 に植えつけ

ようとも，また他人 の心 に我 々が植 えつけるの に力

を貸す ように とも望 んでお られない し， その天父な

る神が喜ばれ ることに向か って我 々が適進す るには

余 りにも時間がわずかなよ うに私 には思 われ るので

す。

ロバー ト ・Ｆ ・ブルナー

南 カル フォルニア地 区

Ｍ ＩＡ音楽委員長

デ ィズ ニースタジオでの

４人 の作曲家の １人

「女性はどのようにして神権 にあず か るので

すか。神権は未婚の女性にどのように適 用さ

れるのですか」

ジ ョセフ ・フ ィール デング ・ス ミス大管長 は，神

権 とは，人 の救 いに必 な べての ことを行 な うた

めに ご こ神 の力， “能であ ると言 われ ま

した。神権は教会のすべての会員，男性であれ女性



であれ，幼児 や青年，既婚者または未婚者， いず れ

の会員 に とって も恩恵 と して与え られ るものです。

末 日聖徒 の女性 はいつ も神権の祝福 と特 潅にあず

か って きま した。次 にあげ る事柄は，私 がω両親 の

もとで， ②夫 と共 に， また（３）現在は夫が もはや生存

していない状態で，神権の祝福 にあずか ったい くつ

かの明白な点 です。

１。私 の先祖 は神権 の力 と権能 によって福 音を教

え られま した。 そ して その ことによって，今 日，私

は教会 の中で生活 できるのです，

２．私 が生涯 を通 じて認 め られ祝福 され るように

父に よって命 名 され祝福 を受 けま した。

３．私 は罪 の許 しのためにバ プテスマを受 け，そ

れに よって，天父 な る神 の王 国へ の扉が開かれたの

です。

４．私 は按手確認 され，聖霊 の賜物 を受 け， それ

によって真理 と誤 りを識別 で き，生涯導 きを受 ける

ことがで きるのです。

５．神権者 が執 行す る聖餐 にあず かる ことによ り

私 は天父な る神 と交 わ した誓約 を新 たに し，主のみ

たまをいただ く特 権を持 つ ことがで きるのです。

６．私 は神権の権能 を持 つ手 で祝福師 の祝福を受

けま した。それは私 の忠実 さに対 して断言 され た も

ので，進路 と慰め と同様に特別 の知識 を与 えて くれ

ま した。

７．私 は監督や ホーム ・テ ィーチ ャーのよ うな霊

感 に満 ちた神権者か ら忠告や勧 告を受けま した。

８．私が病 にあった り，悲 しみや苦 しみにあ った

時，祝福 を受 け慰 めを与え られ，いや しさえ受 けま

した。

９．神権 の力 によ り，神の認可 と祝福 を うけて，

罪の許 しを得 る ことがで きます。

１０．神権の権能 に よって神 に仕 え るよ う召され，

私 の心 はその ような機会を通 じ大いに広 め られ るの

てす。

１１．神権の力 によって悪の力が妨 げ られ，追 い払

らわれ るのを 目撃 して きま した。またその ことによ

り私 は平安 と安寧を与え られ るのです。

１２．私 は一人で生活 していますが，ホー ム ・テ ィ

ーチャーが特別な働 きを して くれ るので，祝福 され

て います。

以上の ことは， 訟が １ の■ 一一 る

多 くの 方 法 の ほ ｕの 一 吝 に ）’ “ ん 。 こ れ ら

のすべての特権が，そ してそれ以上のものが男性に

も女性にも，既婚者にも未婚者にも等 しくやって く

るのです。結婚は女性が神権の祝福にあずかる唯一

の必要な手段ではありません。日の光栄の結婚や永

遠の家庭，家族を築きあげることは，もちろんこの

地上において神権につける最高の祝福ではあります

が，結婚それ自体がその祝福を保証するものではあ

りません。

メルケゼデク神権者と結婚 している女性は，祝福

してもらえるよう，そして必要な神権の儀式をとり

行なってもらえるよう，夫にたよることができるし，

またたよらなければいけません。独身の女性や，神

権の働 きをとり行なう権能を持っていない夫と結婚

している女性は，権能を有 している兄弟，すなわち

父親，ホーム ・ティーチャー，または神権指導者に

そのような祝福を与えて もらうよう要望する権利が

あるのです。

神権者はそのような要望にこたえる神聖な責任が

あ ります。 「神権の権能は天の能力と固 く結びつき

て離 るべか らざるものに して，天の能力は正義の原

則によりてのみ支配 し運用し得るものなり」 （教義

と聖約 １２１：３６）とありますが，男性が神権を持つ

ということ，いついかなる時でも霊感を受けられる

よう価値ある者でなければならないとは，何と大き

な責任ではないで しょうか。

あらゆるものが完全になる日を待ち望んでいるす

べての少女は，自分自身を備え，神聖な神権の働き

にあずか り，それにより祝福を受けられるようにし

なければな りません。

ホーテ ンス ・Ｈ ・チ ャイ

ル ド

成 人調 整委 員会委員

２２９



２３０

「教会が支持したり，あるいは我 々が支持す

るのを許可されるような運動 に対 して，教会

内でなぜキャンペーンのために青年運動 を し

てはいけないのですか」

教会には，教会の若人がキャンペーンする以上の

種々の目的や運動があります。末 日聖徒の若人はそ

のような目的や運動のためになんらかの働きをして

います。末日聖徒の若人が主義や運動を支持 してい

ないなどと言うことは教会の若人のプログラムを理

解 していないことを示すもので，教会の若人は，たと

えば，伝道活動から教育の追求にいたるまで，多 く

の目的や主義主張を支持 し，それに参加 して い ま

す。我が身に，イエス ・キリス トのみ名を引き受け

ている我々以上にイエス ・キリス トの主義主張を支

持 している者はほかにいません。 しか し，世の一般

の人々の多 くのキャンペーンと，教会の指導のもと

に行なわれる末日聖徒の若人のそれとは相違がある

ことを知 る必要があります。主の家は秩 序 の家 で

す。もし教会の組織を通 じて行なわれるとすれば，

会員のあらゆる活動は秩序正 しく行なわれなければ

なりません。

また教会は行動する教会であって単なる口先だけ

の教会ではないことを知ることが大切です。１９７０年

このソル トレークの盆地に，教会の若人がいかに良

い目的，運動を支持できるかの模範が繰 り広げられ

ました。ある黒人の宗教団体が礼拝堂を完成す るの

に非常に困難を感 じていました。彼 らは我々の教会

の指導者に援助を求めてきま した。 これは，アロン

神権者の若 い年代の男女が一つになって，助けを求

めている他人のために基金作 りをやるのにすば らし

い機会であると思われました。 この隣人を助けるの

に何千 ドルもの基金を作 るたあ，文字通 り幾千人も

のモルモンの若い男女が，洗車や赤ん坊のおもり，

芝刈 りなどに従事 しました。最後にこの基金獲得運

動のために多 くの監督の青少年委員会と黒人団体の

代表者が集って，すば らしい食事会を開きました。

プラカー ドをおしたてての行進 もなければ， シュプ

レヒコールもありませで した。む しろ各自の組織の

指導のもとで秩序整然と，それでいて熱意をもって

行なったのです。これは 「良きサマリヤ人の働 き」

としてふさわ しいものですが，前述の末 日聖徒の若

人は，他のモルモンの若人にいかに良い目的や運動

を支持できるかの模範を示 して くれました。

今日，社会は声の大きいグループに大げさに注意

を払おうとしているように思われます。種々の働 き

をしている静かなグループを見る時，私は，教会の

若人が世に認められようという関心を持たず，むし

ろ静かに，秩序整然と，品位を保って，効果的に，

救い主が 「人は努めて善き業に従い，多 くの事をそ

の自由意志によりて為し，多 くの正 しき事を為し遂

げよ」 （教義と聖約５８章２７節） と言われた通 りに物

事を果たすよう望みたいものです。

監督の青少年委員会とステーキ部のＭメンとグリ

ーナーの評議会は，教会の若人に橋わたしす る二つ

の評議会です （１２才から２５才）。この評議会にあな

たの代表をさしむけ，何か良い仕事，目的に参加す

るようあなたたちの希望を表明させて下 さい。あな

たたちの参加を歓迎しないような代表は １人 もいな

いと思います。

ビクター ・Ｌ ・ブラウン

管理監督

「日曜 日はいったいどの程度が安息なのです

か」

おそ らくだれで あって も関心のあ る人 は， か りに

自問 自答 であ って もこの質問を してみたに違 いあ り

ませ ん。 また， この戒 め以上 に独特 にしるしてあ る

戒 めはないので，人 は 「… …七 日目はあなたの神，

主 の安息で あるか ら，なんのわ ざを もしてはな らな

い。 ……」 （出エ ジプ ト２０章１０節） とい う戒 めを一

層一貫 して強調す るか も知 れない し， あるいは概 し

て これを無視 す るか も知れ ませ ん。

主 の戒 めを守 りたい と望 む人 々の間に，広 いそ し

て ま じめ な意見の相違 があ るのを認 める ことは健全

なことです。その ような意見 の相違 は理 解 で ぎ ま

す。解釈 には適正な範 囲があるので あって，聖典の



光 に照 ら して解釈 す る必要が あ ります。

あなたの良心 に照 らして，合理化 し，正 当化 し，

へ り くつをつけ ることもで きるし，主 に耳を傾 ける

こともで きます。 すなわち 「もし安息 日にあなたの

足 を とどめ，わが聖 日にあなたの楽 しみを なさず，

安息 口を喜 びの 日と呼び，主 の聖 日を尊ぶべ き日と

となえ， これを尊 んで， おのが道 を行わず，おのが

楽 しみを求 めず， むな しい言葉を語 らないな らばそ

の時あなたは主 によ って喜び を得，わた しは，あな

たに地 の高 い所 を乗 り通 らせ， あなたの先祖 ヤコブ

の嗣業 を もって， あなたを養 う。 これ は主の 口か ら

語 られた もので ある。」Ｃイザ ヤ５８：１３－１４）

この聖句 や他 の聖句が意味 して いるのは，安壱、日

の 目的 は霊 を養 うことにあるとい うことです。私 の

霊 を養 うものが， あなたの霊を養わないか も知 れま

せ ん。 しか し， もし我々双方が，安息 日の 目的 につ

いて確か な見解を持 ってい るな ら， はか りの針 は適

当な ものとな り，相対的 に正確な もの とな ります。

「おのが道 を行なわず
，おのが楽 しみを求 めず」 と

い う戒 めは， ゴル フ， スキー，映画，野球， その他

これ に類 す るものをあげているので はないで しょう

か。私 には，そ う思 えるのです。

スザ ンナ ・ウエス レーは息子 のジ ョンにあてて こ

の ように書 きま した。 「その楽 しみが正 当か正 当で

ないかを判 断す る際 に，次 のよ うな規準を用いた ら

良いで しょう。 なんであれ， あなたの理性を弱め る

もの，感 じやすいあなたの良心 を傷つ ける もの，神

に対す る意識 をにぶ らせ るもの，霊的 なものに対す

る好みを とりさるもの， 肉体 を して精神の上 に力を

ふ るわせ るような もの， それ はあなた にとって罪で

あるとい うことです 。」

この標 準を用 いて，各 自，主の 口に何をなすのが

最上か， 自分のために決 め られ るで しょう。 この こ

とは， その荷を主が考 えてお られ るよ うに，各人 の

双肩 に置 くことにな ります。

安息 日にす る多 くの活動 に この規準 を用 いて下 さ

い。なぜ な らあな たの霊的腐敗 は，故 意に と同様，確

かに不注 意に よって も起 きるか も知れ ないのです。

人生 のよ り高 い喜 びを得 るには， 自己訓練 と自己統

御が求 め られ ます。

私 の１３才 になる息子 にとって霊的成長の妨げ とな

った ような活動 は，彼 が若か ったための問題で はあ

りません。成熟 さを増 して ゆ くには， よ り適切な解

釈 が必要 なのです。

我 々は種 々研究 し学ぶ よ う導かれて きましたが，

安息 日に学ぶ最良 の ことは，霊的な ことではないで

しょうか。 ある大学生 は，週の ６日間勉強 して， 日

曜 日，気分を一一新す るように した ら， もっと良い成

績が とれ ると主張 しています。 これは偶然 ではあ り

ませ ん。主の方法なのです。や ってみよ うではあ り

ませ んか 。「……主 は六 日の問 に天地 を造 り，七 日目

に休み，かつ，い こわれた 。」 （出エジプ ト３１：１７）

束 の間の この世 にあ って，我々は， 毎 日物質的 な

ものの必要性や欲求 とかかわ りあわねば な り ま せ

ん。全知全能の天父は， この ことを見越 されて，我

々の多 くが，究極 的に最 も大 事な霊 の養 いの時間 を

失 うことのないよ うに特別 な日を設 けて下 さったの

です。 ウィ リアム ・Ｅ ・ベ レッ トは このように言 っ

ています。 「神 は，安息 日を破 った ことについて，

我 々をむち打 った り， とがめだてす るため待 ってお

いでにはな らない。我 々の現在 ある姿が，報いや罰

を うけ るに充分 なのである。」

この ことが真 の精神 です。す なわ ち，安息 日は我

々の良 きことのために設 け られ た もので あって，霊

を奴隷 のよ うに しば りつけるためではあ りません。

霊 を養 うためです。霊 が養 われ る時，安息 日は主が

お考えにな ったよ うに，す ば らしい祝福 になるので

す。

主は言われています。 「あなたがたはわ た しの安

息 日を守 り，またわた しの聖所 を敬わ なければ な ら

ない。……あなたがた と結 んだ契 約を固 めるで あろ

う。……わた しはあなたがたの うちに歩み， あなた

がたの神 とな り，あなたがたはわ た しの民 とな るで

あ ろう。」（レビ２６：２， ９， １２）

ラ ッ セ ル ・Ｃ ・ハ リ ス

イ ー ス ト ・ ミル ・ ク リ ー

ク ・ワ ー ド部 監 督 ，弁 護 士

２３１



この３０日間 に英国，南ア メ リカ，南

アフ リカ， そ して ここ北 アメ リカの宣

教師や教会員 にお会いで きた ことは，

恵 まれた特権であ った。我々が顔 をあ

わせ る時 には，いつ も同 じ問題が聞か

れ る。教会員，特 に宣教 師はよ くこの

言葉を耳 にす るのであ る。 「何 がいや

か といえば，それは， 自分だけが正 し

くて他 の人 は皆 間違 ってい るとい う人

です」 と。 もちろん，彼 らは この教会

だけに権威 が授 け られているという発

言 に抗議 を唱えているのである。

さて，無論私 はなぜ人が そのように

感 じるかを理解 して いる。 しか し私 な

ら彼 に こう言 うで あろう。 「待 って下

さい。 ち ょっと考 えてみて下 さい。 あ

なたはさまざまな宗教の中で，真 実の

ものが い くつ もあ ると思 えない と言 わ

れ るのですね。」

この ような言葉 は無神論者 を引 き起

こす。

もう １つの見解 と して最 も広 く支持

されてい るのは，宗教 はみな良い もの

で， どれ も似通 って いるとい う考 え方

であ る。宣教師へ の返事 の代表的なの

は， 「私 は教会 に行 って います。 どの

教 会 もみんなよい ものです し， どこの

教 会に行 っているか は問題で はあ りま

せ ん。 とにか く最後 には同 じ所へ行 く

のです」 とい う言葉で ある。

ム

第 １４１回 半 期 総 大 会 に お け る 説 教

真剣に考える人は，そのような立場

をとらないことは確かである。 しか し

それにもかかわらず，多 くの人は少 し

それを応用してみたり，生活の他の面

に関連 させて考えたりせずに，その立

場を受け入れる。たとえば彼 らは，教

育に関してそれと同じ立場をとろうと

はしない。どの学校 も同 じで，どの学

校でもどの専門で も，どの位行ってい

ても同じ卒業証書をもらう，と言 った

ら，笑わない人がいるであろうか。

ある学校である専門課程をとりなが

ら，建築でも法律でも医学でも望む学

位を与えることに，あなたは賛成する

であろうか。そのような態度は，必要

な課程を学んでも学ばなくても，良い

医師になれるとする態度である。真剣

に考える人はそのような立 場 を と ら

ず，あなた方 も私 も訓練を受けていな

い，あるいは未熟なと言うべきかもし

れないが，そのような外科医に執刀 し

てほしくはないことであろう。

それでは，大勢の人がこのような考

えを宗教にあてはめることはおかしく

ないであろうか。彼 らは，どの学校へ

で も行きなさい。どの専門でもとりな

さい，あるいは学校へ行かなくともよ

い，私たちはみな最後には同じ天の位

へ行けるのだと，主張するのである。

それは理にかなわず，真 実 で もな

いｏ

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会は地

上 で唯一 の真実の教会であ るとい う立

場 は欠 くことので きな いものであ る。

おそ らく， もし我 々が それを避 けたな

ら， もっ と都合 よ くあた りが良 く人気

が出 るで あろうが， しか し我々は断 じ

て守 るべ き聖な る責任 と神 よ りの信頼

を受 けてい る。それは単 に承認す るの

で はな く，積極的 に宣言す る もので あ

る。実に基本 的な事柄 であるだ けに，

我々は この点 について譲 る ことはで き

ない。

さて，我 々を愛 のない者 とみなす人

々に対 して， それ は我 々自身の考えで

はな く，主 によって述べ られた と言 お

う。主 は初期の兄弟た ちに この戒 めを

与 え られたか らであ る。

「……この教会の基礎 を置 き
，人 に知

られぬ所 よりまた暗 き所 よ り，全地 の

面 に於け る唯一の真 に して生命 あ り，

而 も主な るわれの悦 ぶ この教会 を明る

みに出す能 力を与 え らるるを得。われ

悦 ぶ とは一人一人 を指す にあ らず して

わが教 会員全体 に就 きて言 えるな り」

（教義 と聖約 １：３０）

さて， この ことは，他 の教会がすべ

て何 の真理 も持 たないというので はな

い。他 の教会 も幾 らかの真理を持 って

お り， その うちのある教会は多 くの真



理 を有 して もいる。彼 らは神を敬 う態

度を持 ち，聖職者 や信者 たちは献身的

で，多 くはキ リス ト教 の言 う諸徳を実

によ く実践 している。 しか しそれであ

りなが らなお，彼 らの教会 は不完全で

あ る。主 の言葉 によれ ば， 「……彼 ら

は人 の誠命 を教 えと して教 え神を敬 う

様 をすれ ど も神の力を否む」のであ る

（ジ ヨセブ ・ス ミス ２ ：１９）

福音 は ピアノの鍵 盤になぞ らえる こ

とがで きよう。 よ く訓練 を積 んだ者 が

全鍵 盤か ら選 んで弾 けば，際限 な く曲

をかなで られ る。 バ ラー ドは愛 を表現

し， マーチは活気 を呼 び，快 よい調べ

は心 をな ごませ，讃美歌 は霊感を与え

それ ぞれ の雰囲気 にあ い， それぞれの

要求 にあわせて限 りない変 化があ る。

で は，全鍵 盤を使えば際 限のないハ

ーモニーが生 まれ るとい うのに
， １つ

かせいぜい ２， ３の鍵 を選 んでいつ ま

で もその音 ばか りを単調 に弾 くのは，

なん と近視眼的 であろ うか。

全鍵盤す なわ ち完全 な福音が この地

上 にあるとい うの に，多 くの教会が １

つの鍵盤 を弾 いて いるのは，いかに残

念 なことであ ろう。彼 らの強 調する音

符 は，宗教経験の完 全なハ ーモニーを

作 るのに大切か も しれないが， そ こに

はすべての音符 がないのである。 それ

では完 全でない。

醸 二 ‘、

たとえば，あ る人 は信仰のいや しの

鍵 を弾 き，それ よりも大 きな力を もた

らす他の多 くの原 則を怠 るのであ る。

また他の人 は，安息 日を守 ることに関

係 したおぼ ろげ に しか覚えていない鍵

を弾 くと，それは違 った音 色 を 出 し

て，大切 な音符 とまざ りあって しま う。

そのよ うに使 われ た鍵 は，調子 はずれ

の音を出すであろ う。 ある人 はバ プテ

ス マの様式 に関する鍵 をいつまで も繰

り返 し， まるで鍵が それ しかな いかの

よ うに，他 に ２つ ３つの音 しか弾 かな

い。繰 り返 して言 うが，彼 の用い る鍵

盤 は， いか に大切であ ろうとも，他 の

鍵盤 をないが しろにしてそればか りを

弾 いていては完全 なメ ロデ ィー とな ら

ない。

他 に も例が あげ られ る。多 くの人 々

は福音 の一部 をいつまで も強 調 し続

け， それ らの上 に教会 を建て， イエス

・キ リス トの福音 の完 全な はか りにか

けて みると自分た ちの望 む音色 とはま

った く違 った音を弾いていた とい うこ

とに もな るのであ る。 た とえてみて，

我々 は信 仰やいや しの鍵盤 が大切で な

い と言 うのではない。我 々はそれを認

め るばか りか， それ によ り頼み，体験

もしてい るが， それが福音 その もので

はな く， それで完全で はない とい うの

である。

隊 ，ｉ’

我々は，バプテスマが大切ではない

などと決 して考えない。それは絶対に

必要である。なぜならバプテスマは教

会すなわち神の王国への正式登録であ

るからである。 しか し， もしその鍵盤

だけを権能の鍵盤の伴奏なしで弾 くな

らば，完全 も調和 も失われ，不協和音

となってしまう。また信仰や悔い改め

の鍵盤なしでは，意味がな く，おそら

くもっと悪 くなって偽物となって しま

うであろう。この状態は我々が言 うと

ころの権能が欠如している時に起 こる

のである。

さて，我々は彼 らが不完全であると

も，彼 らが悪いとも言 うのではない。

完全な福音が回復された。主に代って

働 く力や権威が我々と共にある。神権ｉ

の力と権威はこの教会にある。主は啓

小された。

「…・・而 してこの大神権は福音を授

け，また王国の奥義の鍵，すなわち神

の知識の鍵を保つものなり。この故に

これを以て礼式を執 り行なう時に神の

能力顕る。而 して，この神権を以てす

る礼式と神権の権能な くしては，肉身

を持てる人間に神の能力顕 るることな

し。」（教義と聖約８４：１９－２１）

悪の非常な力が我々に対抗するこの

末の日に，聖典に述べられた大背教が

避 けられない終結に向か う。その防壁

謙 ：：
９ －Ｆｒ，



となるべ きキ リス ト教の諸教 会は，教

会員や聖職者 にとってほ とんど存在意

義 をな くしてい るように見え る。虚 し

くなった教会や聖職者 の恐 ろ しい亡霊

が， とりわけ彼 らこそが反対すべ き物

事をかえ って盛 りたてて いる。

最近 の旅 行中，私 は，諸教会 に野原

の雑草 がはび こり，門が閉 ざされ，あ

いてはいて も虚 しく見 えることは恐 ろ

しい と述べ た。我 々は聖典を開いた こ

とのない世代の恐 ろ しい思想 に直面 し

て いるので ある。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 に興

味 を持 ちなが ら，全 き福 音が存在 する

という理想 に通 りい っぺ んの注意 しか

払わない人 々がい るのは珍 しい ことで

はない。

彼 らはその場 であ る教義を例外視 し

た り，反対 した りして， ただ １つの鍵

盤 ，特定 の教義 にひかれ る。彼 らはそ

れだけによ って改宗す る。彼 らは他に

調 べ もせず，実際他 の もの は拒否 した

り異議 を唱 えなが ら，その ことについ

てすべてを知 りたい と思 う。

彼 らはその鍵盤だ けがひかれ るのを

繰 り返 し聞 いて いたい と望む。完全 と

い うものがあ るのを知 らなければ，す

なわ ちほかに暖かみやハーモニーや完

全をか もし出す，補足 しあ う理想 や教

義があ って， ただ １つの鍵盤で あれ ば

不協和 音 とな るところを，正 しい時 に

それぞれの鍵 が働 くことを知 らなけれ

ば，彼 らはご くわず かの知識 しか与 え

られないであろ う。

その危険 は，改宗者だ けの もので は

ない。 自分 の好 む １， ２の鍵 盤だ けに

よ く通 じ， それ ばか りを いつ も打 って

いる教会員 はまわ りの人々をい らだた

せ る。彼 らは自分の霊的感 受性 をにぶ

くしが ちで ある。彼 らは完全 な福音が

ある道を見失い，個 入的には多 くの教

会 と同様にな る。好 む音符 に執着 して

完 全 とい うものを拒否 して しま うか も

しれない。 それは誇張 され， ゆが め ら

れて背教 へ と進 んで行 く。

私 は， その ことについて考 えよと助

言 を した。 しか しさ らに，あなた方は

この ことについて祈れ とすすめたい。

１人考 える ことは知恵の基 とな る。 し

か し，みた まによる交流 とい うよ り完

全 な方法が そこに存在す る。 「……御

霊 はすべての ものを きわめ，神 の深 み

まで もきわめ るのだか らであ る。」（１

コ リン ト２ ：１０）

コ リン ト人 に対 してパ ウロは述べ た

「この賜物 について語 るに も
，わ た し

た ちは人 間の知恵が教 える言葉を用い

ないで，御霊 の教 える言葉を用い，霊

によ って霊 の ことを解釈す る の で あ

る。生 れなが らの人 は，神の御霊の賜

物 を受 けいれ ない。 それ は彼 には愚か

な ものだか らで ある。 また，御霊 に よ

って判断 され るべ きで あるか ら，彼は

それ を理解す ることがで きない。」 （皿

コリン ト２ ：１３－１４）

どの人 も，祈 りによ って次の質 問の

答えを求め る権 利，実 を言 えば責任 ，を

持 ってい る。真 実の教会 はあるのです

か， と。あなた方 の知 る通 り， それ は

１４歳 の少年 が森 に入 ってすべ てが始 ま

った。 あの時の質問 である。 ２つの疑

問，すべての教会 の うちどれが正 しい

のです か。 そ して， どれ に加わ るべ き

なのですか。 そこで，彼 は御父 と御子

の驚嘆すべ き示現を経験 し，時満 ちた

る神権時代が始 まった。それ に引 き続

き，主 に代 って働 く権能 が回復 され，

それ は今 この教会に存在 す る。我 々は

この集会で神の予言者 ジ ヨセ フ ・ブ イ

ールデ イング ・ス ミスの声 を聞いた
。

私 は，彼 が神の予言者 であ ると証す

る。私 はイエスがキ リス トである との

証 を持 ってい る。 キ リス トは生 きた も

う。末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 は

地 の面 で唯一 の真実 の生 ける教会であ

る。 イエス ・キ リス トのみ名 によ りこ

れ らの ことを証す る ものであ る。 アー

メ ンＱ



方 針 と 手 続 き

短期滞在会員への福祉援助

短期滞在会員が教会福祉フ。ログラムを不正

に利用 しているという報告が，数多 く管理監

督会事務局に寄せ られている。監督は短期滞

在者に援助を与える際には十分注意を払 うべ

きで ある。援助を 申 し出てい る会員の必要 度

と特 にふ さわ しさを確 認す るために，監督 は

いつ も前監督 に問 い合わせ なけれ ば ．な ら な

い。

ノーヴー訪 問者 センター

ノーヴー復興会社 の監督下 に， イ リノイ州

ノーヴーの ミズー リ川 を見 おろす約 ６５０アー

ルの敷 地に建設 され たノーヴー訪問者 セ ンタ

ーが，最近 Ｎ ・エル ドン ・タナー第 ２副管長

によ って献納 され た。献納式 は新 しい訪問者

セ ンター横 に設 け られ た大 テ ン トの中で行 な

われた。 そ こでは，約４千人 の人 々が，１２５年

前 に州内で最大 の市 であ った当時 のノーヴー

の史 実に耳 を傾けた。

日曜 のタベ の討論会

執事 とビーハイブ ・プ ログ ラムの若 い男女

は，監督の 日曜の夕 べの討論会 （フ ァイア ・

サ イ ド）に参 加す るよ う招 かれ ない。彼 らは

教師 にな るかマ イア ・メイ ド・フ。ログ ラムに

入 るまでは出席すべ きではない。 そ こで，監

督 の 日曜の夕べの討論 会へ の出席 を発表す る

時 には，年令 よ りもむ しろ年令別 クラス名で

発表 すべ きであ る。 た とえば，「祭司，教師，

ロー レル， マ イア ・メイ ドの年令 の人 々は全

員，監督 の 日曜 の夕べ の討論会 に出席 して下

さい」 と言 うよ うに。 こうする ことによ り，

マイア ・メイ ドの クラスに移 るまでは出席す

る資 格のない，．１４歳 の ビーハイブの少女 が出

席 した りす ることはな くな るであろ う。

性 教 育

子供たちにこのきわめて重大な事柄を教え

るにあたって，学校にそれをゆだねることは

大 きな危険をはらむものであると我 々は信ず

る。 この責任を社会や学校に任せることは賢

明でないし，教会にこの責任を負わせ ること

もできない。 この点で義務を十分に果たすの

は両親である。
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第 １４１回半期総大会での説教
、

決 断
大 祝 福 師

エ ル ド レ ッ ト ・Ｇ ・ス ミス

盛 長、
融 、

兄 弟姉妹， この世が創造 され る前の

時代，す なわちあなた も私 も，そ して

す べての人 々が この地上 での生 活の 目

的 と機会 について天父の教えを受けて

いた天上 の大会議 に共 に思いをはせて

み よう。

「これ らの者 の中 に
，神の如 き者一

人立 ちて共 に在 りし者た ちに言いけ る

は， われ ら降 り行かん。か しこに空間

あれ ばな り。而 して これ らの材料 を と

りて， これ らの者の住 ま ラべ き地 を造

らん。而 して， これ によりて彼 らを試

し，何 にて もあれ，主 な る彼 らの神 の

命 じたまわんすべての ことを彼 らが為

すや否やを見ん。而 して，最初 の位 を

保つ者 は更 に附 け加え られ，最初 の位

を保た ざる者は，最初 の位 を保 つ者 と

同 じ王国 にて栄 を得 ることなか らん。

而 して，第 二の位 を保 つ者 は， とこし

え に栄 光をその頭 に附 け加え られ ん。

主，宣 いけ るは，われ誰 を 遣 わ さ ん

か 。一人，「人 の子』 の如 くに答 えて言

い けるは， われ ここに在 り， われを遣

わ したまえ， と。 ……主宣 いけるは，

われ先 の者 を遣 わ さん。而 して，第二

の者怒 りて，その第一 の位 を保 たず。

而 してその 日多 くの者 たち彼 の後 に従

え り。」 （アブ ラハム ３ ：２４－２８）

我 々の もう １人 の兄 であ る暁 の子ル

シファーは，非常 に魅 力的 な申 し出 を

したのに違 いない。私 は彼 の言葉を想

像 で きるよ うな気 がす る。 「私 に従 い

な さい。 そ うすれ ばあなた方 に新 しい

計画 を示 そ う。今 まで の計画 は時代遅

れの ものだ。私の計画 に従 えば，努力

な しにだれ １人 もれ ることな く，天父

の もとに 帰れ るのだ。」彼 は なかなか

の心理学者で，我 々が望んでい る 「安

全」 とい うことに訴えて き た の で あ

る。彼の計画 は非常に心を引 くもので

あったた め，天の軍 勢の ３分の １が彼

に従 った。

彼 らは自由意志を使 うことのでき る

権利を捨てたが，その決定 に伴 な う大

きな結果を知 らなか った。彼 らは選択

の権利， 自分で決定 を下 す権利 を失 っ

て しま ったのであ る。

そののち天上 の戦 いがあ り，ル シフ

ァーとそれにつ き従 った者 たちはみな

落 とされた。彼 らは我 々を試 みるため

に地上 に来 て， そのために必死 になっ

てい る。

自由意志 には選択が伴 う。そ してそ

こには対立す る力がな けれ ば な ら な

い。対立す る力を克服 しようとしなけ

れば成長 も進 歩 も成功 もない。 ルシフ

ァーと彼 に従 った者 たちは， その対立

す る力を与えて くれた。 それによって

我々 はこの世 で 自由意志 を使 うことが

で きるよ うにな ったのである。

物 事の決断 を下す権利 は，今や我 々

の ものであ り， それ は この世で最 もす

ば らしい宝 である。主 はその権利を我

々か ら取 り去 られ ることはないであ ろ

うし， そ うす ることはで きない。また

実際 そのよ うなことは考えてお られな

い。 む しろ我 々が それを用い るよ うに

と望 んで お られ る。主 は我 々のために

さ らに大 きな成長のために，ひいて は

永遠 の生命を得 るためにその権利 をど

のように利用すべ きか絶 えず忠告 し，

教えて下 さってい る。

私 は も し神 が我 々にルシフ ァーに対

抗 し，打 ち勝 つ力 をお与 えにな らな い

な ら，我 々を試す ために，持て るすべ

ての力を備 えたルシフ ァーをこの世 に

置かれ るのはまった く不公平であ ると

考 えたであろ う。ル シファーは 自らの
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選び によって この世 に来 たのではなか

った。彼 は天上 の戦 いに破れ， ある業

をなすため にこの世 に置 かれ た。 そ し

て彼は確 かに うま くや っているので あ

る。

神は公平 な方 であ る。 それゆ えル シ

ファーは， この世 にあって許 されてい

ること以外 は何 もで きな いのであ る。

ヨブの話 を覚 えて お られ る だ ろ う

か。 ヨブはいろいろな試 し を 受 け た

が，ル シフ ァーはヨブを試すために許

しを請 うた。彼 は １度に １つの試 しを

与 える許可を得 た。 ヨブは １つの試 し

で富を な くし，また １つの試 しで家族

を失な い， また別の試 しで健康 を害 さ

れたのであ る。 それか ら主 は， ヨブの

心以外 は完 全にサ タンの手 にまかせ ら

れた。

ヨブは試 しを受 けるごとにそれ らに

耐 え る力を増 した。 そ して彼 は，今 日

の次 の聖句 に見 られ る不死不滅の証を

述 べたので ある。 「わた しは知 る，わ

た しをあが なう者 は生 きてお られ る，

末 の日に彼 は必ず地の上 に立 たれ る。

わ た しの皮の う じが この体 を滅 ぼ した

の ち，わた しは肉に在 りて神を見 るで

あろう。 しか もわた しの この目で見 る

で あろう。わた しの見 る者 は これ以外

の ものではない。わた しの心 は これ を

望んで こがれ る。」（欽定訳 ヨブ１９：２５

－２７）

もし我々が完全 にな りたいな ら，我

々 もまたそのよ うな域 に到達 しなけれ

ばな らない。 すなわち主 は望む な らサ

タンを解 き放 ち，我 々の心 を破壊す る

ことを除いて，全力 を もって我 々に立

ち向かわせ ることもで きるので ある。

我 々がそれに耐 えるな ら，完全の域 に

また昇栄 にさえ到 ることがで きるであ

ろ う。

ヨブ と同 じよ うに，主は我々が主 か

ら助 けを得 るなちサ タンが耐え られな

いよ うな試 しを もって試み るのを許 し

てはおかれない。

ここに，我 々が正 しい決定 を下す手

助 け とな る鍵 がある。主 は， オ リヴァ

・カウ ドリが記録 を訳 そうと した時，

彼 に こう言 われ た。 「見 よ，汝い まだ

悟 らず。汝 はひたす らわれ に願い し時

は これ を与 え らるるな らん と思え り。

され ど見 よ，われ汝 に告 ぐ，汝心の中に

よ く思 い計 り， その後願 うこともし正

しか らば汝願わ ざるべか らず。願 うこ

と正 しか らば，その時われ汝 の心 を内

に燃 や さん。 これに よりて汝 にその正

しきを感ぜ しむ。 され どもし願 うとこ

ろ正 しか らずば， かかる感 な くして汝

の心は次第 に鈍 くな り， そはついに悪

の悪た るを忘れ しむるに至 らん。故 に

わが与 うるにあ らざれ ば，聖 きことを

汝録 すを得ず 。」（教義 と聖約 ９：７－９）

主 は言われて いる。 「捜せ，そ うす

れ ば，見 いだすで あろう。門をたたけ

そ うすれば，あ けて もらえ る で あ ろ

う。求 めよ，そ うすれば，与 え られる

で あろう。」 （マタ・ｆ７ ：７， ル カ１１：

９参照 ）

それはあなたが決 める ことである。

人 はそれぞれ 自ら決 断を下 さねばな ら

ない。 だれ も人 の人生 をその人 にかわ

って生 きることはで きない。

あなたが もし主 に助 けを求 めるな ら

主 はあなたに強 さと力を， そ してル シ

フ ァーに打 ち勝 ちその試 しに耐え る能

力 を与 えて下 さるで あろう。 こう して

あなたは強 め られ， よ り完全な者 とさ

れ るのである。我々 は祈 りの中で主の

助 けを求 めなければ な らない。

主 は自分だ けで しようとす る人々に

は何 の約束 もしてお られない。あなた

が主の助 けをか りず に自分 １人 だけで

悪 に打 ち勝て ると考え るな ら，戦 いを

始 める前 にすでに負けて しま っている

のであ る。

私 は習慣を変えよ うと努力 した人 々

の数 多 くの経験談 を聞いて いる。彼 ら

は知恵 の言葉 を守 ること，什分の一を

払 うこと， これ らの ことを主の助けを

か りず に試み た時 にみ な失 敗 し て い

る。 しか し彼 らが主 に助けを求めた時

には，容易 にで き， さ らに福 音に対す

る証 まで も得てい るのであ る。

主 は我々 に従 うべ き多 くの律法 と戒

めとを与えてお られ る。我 々はそれ ら

に従 う時，主の助 けを得 なければな ら

ない。 これ らはほ とん どが，我 々の決

断力を試 すために， また一般的 に言わ

れてい る天 の第 １の律法 である従順の

律法 を受け入れ るかど うか を見 るため

に与 え られ ている。

主 があなたに して欲 しいと思 ってお

られ るという理 由で，主が望 んでお ら

れ る ことを した いと思 う時，主 に助 け

を求 めるな ら， これ らの律法 や戒 めを

守 ることは容易 にな る。

それ はあなたの決 め ることであ る。

「汝 ら知れ
，すべての魂 の 自由な

るを， 自己の人生 を， おのが まま

に選べ ることを

そは， とこしえの真理 なるが故

な り，主 は，む りや りに人を天国

に連れ ざるが故 な り。

主 は，人 をいつ も正 しきへ と

導 き給 う

更 に知識 と愛情 と光明を，

あふ るるばか り与え給 う

そは，善意 と親切 によ らざるはな

し， され ど不思議や，人 の心を強

制 なさることはな し。」

讃 美歌 ９０番 （英 文）

私 はすべての人々 に，我 々の最 もす

ば らしい宝であ る自由意 志の大切 さを

知 るように，主 の助 けをか りて判 断を

下す ことに より，それを賢 明に用 いる

ことを学ぶ ように勧 めたい。

主のみ心 をなそ うと努力す るすべて

の人々 に主 の祝福 があるよ うに， イエ

ス ・キ リス トのみ名によ り祈 り奉 る。

ア ーメ ンＱ
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私 の 証

証 、

「そ こで イエスは彼 らに答 えて言 われ た， 「わた しの教 はわ た し自身の教 では

な く，わ た しをつかわ されたかたの教 であ る。神 のみ こころを行 おうと思 う者

で あれ ば，だれで も，わ た しの語 ってい るこの教 が神 か らの ものか， それ とも，

わた し自身か ら出た ものか，わか るで あろ う』」 （ヨハネ ７：１６－ １７）

お 茶 で も ど う ぞ

私は１９５６年 ５月に発病 し神戸市内の病院に入院しました。

同年１１月退院 しましたが，それ以来ブラブラしていました。

ある日神戸市民病院の前を通りかかった時，ふと，目に映

った看板が私の心を打って，その家をたずねてみました。そ

こが主の僕として導いて下さった人，稲垣長老の家でした。

彼は感ずるところがあって前の教会をやめ，今のモルモン教

会へ改宗された訳を話 して下さいました。それ以後，私 も改

宗 したいと教会を訪問し，宣教師にお会いしてスライ ドなど

を見せていただきました。

その当時は日本神道の教師をして，冠婚葬祭等の手伝いを

していました。二回目の入院をせねばならなくなり１９６８年１２

月再び入院 しました。入院 してからも日曜 日には必ず，宣教

師が教材を持ってきて下さいま した。あまりの熱心さに私の

かたくなな心 も解け，改宗する決心を しま した。院長先生の

許可を受け教会に行って，外人宣教師ラィマスター長老から

バプテスマを受けました。

会員となり神権を授けられてからは，教会へ行ってアロン

神権者の仕事をしたり，安息日に小さな証をさせてもらって

いました。病いのいやしの儀式を受けま したところ，専門医

から不治 といわれてあきらめ，老病と覚悟 していた高血圧症

と腰痛が，不思議に私の体か ら去 り，心の奥底か ら主に感謝

せざるをえませんでした。

１９６９年の夏，当時私 は６１歳でしたが，ビラである会社が季節

工を募集 しているのを知 りました。電話 してみるとた くさん

の申込みがあり， どうなるかわか らないが一度ご来社下 さい

とのことで した。すぐなれない手付きで履歴書を書き，古い

写真を一枚探 し出 して貼 りつけ，走るように息をはずませな

が ら会社へ行 きま した。 しかしもう１時すぎで希望者が面接

を終 り帰って くる姿 も見えました。今朝お電話 した者 で す

が，と受付に書類を提出しましたところ， もう午前中で締切

ったと言われながら課長さんの席に持って行かれました。面

接室に課長さんがこられ，私の年など闘き， 「折角ですが，

お年 も召されておられ，仕事は無理の様にも思います。」と

の ことで した。万事休 す と心 の中で思 いなが ら主 に祈 りを捧

げたその時で した。給仕 さんが 「大変遅 くな りま した。 お茶

で もど うぞ」 と冷た いお茶を運 んで こられま した。す ると別

の上 司が入 って こ られ， 「この方は」 と課長 さんにたず ねま

した。 「応募 の方 ですが相 当お年ですので， どうしよ うか と

考 えています」 と話 して いま した。 「まあ折 角来 て下 さった

のだか ら， お茶 の冷 たいので も召上 って帰 ってい た だ い て

は」 とのや りとりで した。私 は 「ありが とうございますが こ

れは 日本茶の冷や した もので しょうか」 と尋 ねます と， 「い

いえ麦茶を冷や した ものです」 と言われ ま した。 「それでは

いただ きます。私 はモルモ ンでお茶 はいただかな いのでおた

ずね しま した」と言 うと先程の態度が変わ りま した。「あなた

はモル モン教会の方ですか。 あのパ ビリオンを展示 してい る

教会 です ね，実 は私 もこの間万博 で見て きま した。宣 教師 さ

んか らいろいろ伺 い カー ドに サ インを して きま した。モル モ

ンの方 とは存 じませんで したので，本 当に申 し訳 ありません

で した。失礼 いた しま した。あの教会 の戒律 は大変厳 しいの

です ね。 その教会員の方な ら大 丈夫，手伝 っていただ けるで

しょう。 ７月２０日か ら作業を始めたいと思 います のでぜ ひお

いで下 さい。工場を準備中ですので ご案 内いた しま しょう」

と見学 を許 され ま した。その時程 モルモ ンのあ りがた さ・を感

じた ことはあ りませんで した。

その後 １２月 まで モル モンと して恥 じな い よ う に働 きま し

た。最後 の日には社長 もご出席 され送別 の宴 を開 いて いただ

き，退職金賞与等 を うけ， また記念品までいただ きま した。

モルモ ンと して の名誉をか ざり，新春 を幸福 に満 たされ迎 え

ま した。

実 に主 の祝福 の偉大な る御業をたたえて私 の証 といた しま

す。最後 に聖句 を一つ書かせて いただ きます。

「見 よ
，汝，神 よ りも人をお それ しは悪 しきことな り」

（教義 と聖約 ３ ：７）

神戸 支部 原 田兼吉
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車 中 で い た だ い た

私 の 証

モ ル モ ン 経

１月 ４日の夜，郡 山駅 か ら上野行 の鈍行 に，かな り酒 に酔

って乗 り込 んだ。その 日私 は，家 を出る時 に父 と一度，友達

の家で一度，スナ ックで一度， そ して居酒屋で一度 と計 四度

も酒 を口に していた。幸運 に も一 つの空席 をみつ けて，腰を

お ろ した。窓 の外の深 い闇 と， ガ ラスに写 る車 内の様子 にか

わ るがわ る目をや りなが ら， また して も今年の私 について回

るであ ろう，堕 落 ・怠惰 ・倦怠 ・奈落 ・破滅 などという言葉

を思いや り，酒 に酔 って鋭 くな った感情で， それ らの言葉の

もつ ひとつひ とつのひび きを楽 しんだ り， また急 にエ ドガー

・アランポー万才 ／な どとつぶやいた りしなが ら １時間程時

をす ご した。外を眺め るの も，言葉 を もて遊ぶ の に も あ き

て，ふ と見 ると，少 し離 れた ところに ３人 の女性が いるのに

気がつ いた。 彼女達は食べた り，話 を した りしなが ら， たい

くつ な時間を上手 に過 ごしてい る様子 なので，私 も仲間 に入

れて もらえませんか とたずねた ら， み ごとに ことわ られ た。

３人の中で も一番落 ちついてみえた人 に もう一度 たず ねた。

今度 はつ ま らない話 しか していませんがど うぞという返事が

あった。 とうとう上 野につ くまで語 り合 って しまった。

東京で それぞれ別れて，仲 間に入れて くれ た一人 と私が池

上線 に乗 ることにな った。その電車 で，彼女 は自分が末 日聖

徒 イエス ・キ リス ト教会の会 員である ことを話 して くれた。

この聞 きなれな い教会の名前 を聞 き， けげんな顔 をす ると

す ぐさまモル モンです とつけ加えて くれた。しか し，それ まで

モル モンのモの字 も聞いた事はな く， ただ変 った宗教 もある

ものだ と思 った。彼女はモルモ ン経を読 んで下 さいというの

で，私 は １月１６日に本を返 しに行 く約束 を し， １０日あまりの

うちにこの妙な る書物を読 んで しまお うと決 めた。結局 モル

モン経 は ６日間で読み終 えたが， 当時は唯物論者 であ り，神

の存在な ど一笑にふ していた私 には特別 に感 じるところもな

か った し，それが真実か どうかな どと問 う気 に もな らなか っ

た。ただ義理堅 い方な どで，借 りた ものは返 そ うと思 い１６日

の午後，教会に足を運んでみた。

教会 についた ときには，聖餐会 を終 えた兄弟，姉妹た ちが

思 い思 いに談笑 してお り，私 の姿 を見 ると皆が とて もにこや

かな顔で握手を して くれた。 それまで握手 をす る習慣な どな

か ったので少 々面喰 らって しま ったが， その明 る く暖か い兄

弟姉妹の様子 は，私 の胸 に強烈 な印象 を残 した。

その日のうちに，宣教 師に紹介 され，教会 のス ライ ドを見

た。 しか しその ときは，ただなんとな くいい ものだ なと感 じ

た ぐらいで特別大 きた印象はなか った。 ２回， ３回と レッス

ンが進 んだが，最初は長老達 の話 す 日本語 がよ く聞 きとれな

か った り，意味がわか らなか った りしてまごついた。彼 らが

話す言葉 の中で 「証」 とい う日本語 が， まった く理解で きな

いのには閉 口 した。質問にはなん とか答 える事がで きたが そ

れはあ くまで 国語の授業におけ る答 えのよ うで，心か ら信 じ

る事 はで きないでいた。 しか しそ うして いる うちに私 の生 活

が少 しつつ変 わ りは じめ出 した。 まず，私の心か ら厚 いうろ

こが とれは じめ，心が悪 に対 して敏感 にな り，今 まで は平気

で見過 した り，行 な ってきた事が心 にひっかか り，で きな く

な って きた。 なん とな く心 が安 らいできたよ うな，安心で き

るような気持 にな って きた。 そ して， ど うにかてれ くさ くな

く祈 れ るようにな り，心 に も， なにか少 し暖かい ものを感 じ

るようにな ってきた。私 は神 の存在が， ジ ョセブ ・ス ミスが

神の予言者 であ り， モルモ ン経が真実 な もので ある事を少 し

つつ信 じられ るよ うにな った。教会 の レッスンを受 けなが ら

も，相変わ らず酒 は飲んで いて，それ は智恵 の言葉 の誠命の レ

ッスンを教えていただ くまでつづい’た。 そのため， 日曜 に教

会に出席 す るとい う長 老 との約束 を，二度 も破 っ て しま っ

た。出席 す る気持 は充 分にあ ったのだが， なにぶ ん二 日酔 い

で， 目が さめた ときには陽は もう高 か った， とい う具合で は

どう しようもなか った。 それまでの私 は， ほとん ど毎晩酒を

口に していた し， ３日も酒 を飲 まないと， イ ライ ラして，何

もで きな くな るとい った有様 で， そ ういった私を歓迎 して く

れたのは，ただ数件 あ ったな じみの飲 み屋 さん ぐらいの もの

で あった。私 が智恵 の言葉 の誠命 を知 ったのは ２月 １日で あ

ったか ら， もう４７日酒 を口に していない事 になるが， これ は

私に とってはま さに驚異 である。私 は この間 なん ども酒を は

じめ，肉欲その他 のサタ ンの誘惑 にあったが， そういった時

には， 自分の身体 は聖霊 が住 めるよ うに清 くして いな ければ

な らない事， そ してなによ りも， 日の栄 にお いて神 とい っ し

よに住 むのだ とい う事 を思 い起 し，祈 って，なん とか耐え る

事がで きた。 少 し気 を抜 くとサタンは， たちまち，非常に巧

みに誘 惑を しかけて くる。私 は自分 の霊的な ものが弱ま る事

が とて も恐 しい。私 はそ ん な と き， 自分の生活を よ く反省

し，何か神の御心 にか なわ ない事を して いるので はないか と

考え る事に してい る。私が モル モンの教会員 とな り，喜 びに

満 された 日々を送 っている事の反面， その意味で私 は，教会

員 として， 自分 自身 に対 し， また回 りの入々 に対 して大 きな

責任 があ る。

正直 な ところ，前 に くらべれ ばめった な行動は とれない と

感 じてい る。私 はその後， レッスンが進むにつれ， このモル

モン教会 が本当に真実 ・唯一 の正 しい教会で ある事を確信 し

た。 １０年 以上 も行方が知れ なか った母 と逢 う事がで きた事 な

どの証を得 て， ２月 １３日にバ プテスマを受 け，また聖霊 の賜

を受 る事がで きたのである。聖霊 の賜を得てか らの私 が，更

にた くさんの証 を得，聖句 に書かれて いる事を実際に経験 す

る事がで きるようにな った事 を心か ら神様 と， この教会員の

人々に感謝 し， これか らもよ く私 を指導 して下 さる事をお願

い してペ ンを置 きたい と思 う。

東京第 ４ワ ー ド部 新野 ．良

２３９



中 央 伝 道 部
も

伝 道 部 大 会 開 催

桜 の花 が満 開の神戸 の地 で，年 に １回 の伝道部大会 が開か

れま した。あいに くの雨 のため計画 した運動会が流 れ，神戸

支部 で，万博 の映画 「日本万 国博覧会」を観賞，新築 された

「伝 道部長 の家 （ミッシ
ョンホー ム）」のオ ープンハ ウス，食

事会，夜 は， カナデ ィアンアカデ ミーで， １階の ソー シャル

ダ ンス と２階 のフ ォー クダ ンスに別れて，楽 しいダ ンスの夕

べを ６００人 の参加を得て開催 しま した。

翌 ４月 ９日，朝 ９時３０分か ら，豊中市 民会館 で，大会 を始

め，１３００名 の参加を得

て 「私 は関心を持つ」

を テーマに，伝道 とフ

ェローシ ップを強調 し

た力強 い指導者 の言葉

に耳 を傾 け，神 の王国

建設 のために一層の努

力をしたいとの強い熱意に打たれて散会しました。

ミッシ ョン ホ ー ム の 完 成

伝道部が開設 されて満 ３年 ６ヵ月 ，伝道部長 の家が完成，

３月２７日に， アパ ー トか ら引越 を しま した。住所 は神戸支部

と同 じです。

京都支部の完成 もあ り， この ところ，新築続 きで，伝道部

は，本 当に よ く前 進 しています。 ミッシ ョンホームは， これ

も開通 したばか りの山陽新幹線 ミ新神戸駅ミか ら，バ スで１０

分の距離 で，交 通の便 はとて もよい所です。ぜ ひお立寄 り下

さい。

私 の 証

姉 を助けて くだ さった

ホ ー ム ・テ ィ一 チ ャ ー一

私 たちの支部 に，待 ちに待 った主のみ業の一 つであるホー

ム ・テ ィーチ ングが組織 されたのは，わずか二週 間前 の ３月

２６日です。

わが家 のホーム ・テ ィーチャーは，中村兄弟 と久末兄 弟で

す。組織 され たその日に，私た ちが ホー ム ・テ ィーチ ャーで

すと ごあいさつにい らっ しゃった時 は， とて も嬉 しく思 いま

した。 で もホーム ・テ ィーチングが，私 たちの家庭に どのよ

うな働 きを して下 さるのか，本当の意味はまだわか りませ ん

で した。 それ か ら４日後，突然会社へ姉か ら電話 があ り，吐

血 したとの知 らせ で した。母 は外出 してお り父 も所 用で手 が

はずせ ないので，私 は急 いで家に帰 りま した。 どうした ら良

いか いろいろ考 えま した。姉 は１０年程 前に虫垂炎 がゆ着 して

大手術 を三 回 も受 け，危険な状態に も直面 しま した。 たびた

びの手術 で胃 も小 さ くな り，体 力 も衰 えていま したので， こ

のたびの吐血で はとて も心配 で した。姉 を病院 につれて行 き

２４０

先生方 を探 している時，私 た ちの ホーム ・テ ィーチ ャーが お

医者 さんである ことに気がつ きま した。 す ぐお宅 に電話 しま

した。

数 日後， ホーム ・テ ィチ ャーは雨 の中を重 い荷物を抱 きか

かえるように して門を入 って こられま した。姉 の レン トゲ ン

とそれを写す投写機を持 って訪 問 して くだ さったのです。私

はほんとうに驚 き神様に感謝 しま した。私 たちの家族を救 う

ために，主の御名 によって召 された神権者が，大切 な機械を

持 って雨 の中を きて くだ さったのです。二人 の神権者 と共 に

父 ・母 ・姉が同 じ部屋で時を過 してい る光景 を私 は喜び に感

動 しなが らながめていま した。

私 たちを いつ も心にかけ，ほんと うの幸福 を もた らして く

ださる神様 とその使いであ る神権者 に深 く感謝 いた します。

熊本支部 大島ひ ろ子



日 本 西 部 伝 道 部

母 の 日 に 寄 せ て

渡 辺 八 重 子

「母よわれ美しき楽しき夢みぬ……」またこの美 しい歌をうたう美

しい５月がやってまいりました。この歌をうたう時，誰でも母のお

もかげをしのび母に感謝の気持が湧いてくることでしょう。 リチャ

ー ド・Ｌ ・エバ ンズ長老はこのようにおっしゃっています。 「この

世で母親の仕事ほどや りがいのあるものはない。その仕事が偉大な

る故に神はそれを母親以外の人にお任せにならなかった。訓育 し，

助言 し，励まし，人格の方向を定め，必要な時には懲罰を加え，あ

るいは人生の教訓を学ぶようにと愛によって抑制するなど，これほ

どに意義ある母親の仕事は他の人が何人いても決 してな し得ないで

あろう。」

私も私を育ててくれた母に対 し心から感謝 しています。私の母は

身体の不 自由な夫を助け１０人の

子供を育てた実によく働 く母で

した。私は父から正直，母から

勤勉ということを学ぶ ことがで

きたことを心から感謝 していま

す。私は今こうしてこの伝道部

に召され，多くの立派なお母さ

ん達を知ることができたことを

本当に感謝しています。今 日は

その中の一人のお母さんを紹介 しましょう。

「ここに一台の馬車があります。それは 「天国行きの馬車」といっ

て正しい人だけが乗ることのできる馬車です。もしこの馬車に自分

の子供が一人でも乗ることができなかったら……自分が降りて代り

にその子供をのせてやりたい，それが本当の母親の愛ではないでし

ょうか。」このような証をされた喜納ハル姉妹 （那覇支部）は８人の

男の子の母親です。御主人を亡くされ苦離 と試練の中で母の手ひと

つで子供達を育てられました。彼女の望みは （母親の誰でもが望む

ように）子供達が正 しい道を歩んで くれるようにという こ とで し

た。幸いなことに３年半前にこの教会を知 り，できることなら子供

達と共にこの幸福への道を歩みたいと思い一緒に家庭集会をうける

ようになりましたが，わんぱ くざかりの子供達は宣教師が こられる

と逃げて しまったりして大変だったそうです。バプテスマを受けた

後も不活発になった子がいたり，彼女の悩みはつきない よ うで し

た。それでも彼女は決 して諦らめることなく主に祈 り一生懸命働き

続けてきました。現在子供達もみな成長し熱心な会員となりよく責

任を果されています。中でも３人の息子さんを宣教師として伝道に

送り出されたことは本当に素晴 しいことです。浩兄弟は中央伝道部

で （３月帰還）栄晶兄弟は日本伝道部，明兄弟は東伝道部で伝道さ

れています。先日の大会で彼女はこのような話もされました。

「子供達がこの教会に熱心に集い，一生懸命勉強すれば，どの大学

を出たよりも立派な人間になれる。」又，「この息子が伝道に出て一

生懸命神さまの御業にたつ さわってくれたならば不活発になってい

る息子が必ず晦改めて教会に帰ってくると確信をもっていたら本当

にその通りになった。神さまは私達の願いをいつも聞きとどけて下

さいます」と。或時伝道部長が 「喜納姉妹，今貴女の責任は何です

か」ときかれた時彼女は 「私の第一の責任は母親です」と答えたそ

うです。と云っても彼女は決して自分の子供のためにのみ愛を捧げ

てきたのではありません。支部長の糸数兄弟の話によれば喜納姉妹

は会員の中で最もよく伝道して下さる一人だそうです。彼女の紹介

によって多くの人々が改宗されています。 「この道によって私は救

われ私の家族は救われました。もしこの教会を知らなかったらこの

息子達がどのようになっていたかわかりまん。神様が小さな者でも

１人 １人をおみちびき下さり，私にもこのようなお恵みを下さった

ことを感謝しています。」と現在の彼女は感謝の日々を送っておら

れます。ハロル ド・Ｂ・リー副管長はこのようにおっしゃっていま

す。 「喜んで耳を傾け，従 う場合にのみ，あなたと家族は主の道に

ある究極の平安へと導かれる」と。

私達も自分の持てる光を輝かし子供達のよい母親となり，多 くの

人々の模範となり，地の塩となるよう努力 しましよう。

噛

和 歌

娘の描きし母のおもかげうるわしく

老いも知らぬか長き別れに

やつれたる受験の吾子に食せんと

厨屋に立てば物思わゆる

山 下 敏 子

松 井 民 子

み手にありやすらぎを得て眠る母

すこやかなれと吾れ祈りつつ

不具の子をいとしと抱きぬ母の腕

力強 くもやわらかきかな

重 富 富美子
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